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伸縮のない製図材料と地 図・第2原図複製

基本図左化材料

●ミクロトレースP・PW(白マット）．．・・・・航空写真図化用（鉛錐専用）ポリエステル

トレーシンク′フィルム

●A・Kケント紙．・・・・・・・・・・・・・・・航空写真図化用アルミ箔サンドケント紙

⑫ダイヤマット・・・・・・・・．。・・・・・・無伸縮ポリエステルI､レーシングフィルム

基本図第2原図

②ミクロコピー。最も多く使用されてL､るポリエステルフィルムの第2原図(セピア・ブルー）

①ミクロポジ．．・・・．・・・・ブルー・セピア照色画像のポリエステルフィルム第2原図

基本|叉|編纂

･訪而雄本圃をﾄﾚーｽを行なわず写真法進て接合し林班ごとに編纂｡又は抗而･而而
1

に紬尺・図削を替え編纂

○その他図面複製及び製図材料に関することは何なりとご相談下さい。

本社・東京都新宿区新宿2－13（不二川ビル）

ATEL(354)0361(代）工場◆東京･埼玉
きちと商淑ゞ 叢所大……町2-‘(鰯…）

株式

会社
TEL(763)0891～2
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A5判・138ページ・上質紙・表紙デラックス型・記入欄120ページ

予約受付中配本12月上旬より

"'illilOO円（送料実費）ただし50冊以上は送料不要

参考資料･……民有林・国右林別全|劇配侭図

森林淡源に閏する敢要法案

造林・林道・治lll・椛造改善等補助率・盗金・融蛍・災害復旧等，盗料
全国共済組合等保従所一覧

その他多数綱羅

業務上の記録にご利用下さい

〔会談・出張・現地調査その他一般事務等多方面にご利用可能〕

日本林業技術協会東京都千代田区六番町7
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原色日本林業樹木図鑑第2巻

掲載樹種80余種

説明文東京大学農学部森林植物学教授倉田悟氏

監修林野庁

編集日本林業技術協会
（東京都千代田区六番町7）

発行地球出版株式会社
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‐興林靴と興林革軍手一…‐‐－
ご注文の節は種類とサイズ（文数）をはっきりお書き・

山で働く人の足と手の災害防止に／
下さい。尚ご注文品にキズカ晴ったり足に合わなかつ

形もよく丈夫で価格も安い た場合はお取替致します。鉄先芯の有無を指定下きい。

革は上質ボックス

底は特種合成ゴム底
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No.1短靴

通勤、作業兼用

No｡3半長靴

オートバイ用に好適

No.2編上靴

登山、山林踏査に好適
革軍手｜’

1
■

価格表

菓赫靴
No.1¥2,200

No.2¥2,400

No.3¥2,900

N0．4¥2,900

N0．5¥2．900

典林革軍手¥200

（送料込み）

本林業技術協

1
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No.4，長編上靴(編上スパッツ）
山林踏査、オートバイ用

No.5脚絆付編上靴(編上バンド付）
山林踏査、オーI､パイ用 皇」底の禰造日
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表紙写真

第14回林業写真
コンクール佳作

「雪の杉林」

早見幸男

江津市波積南
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－ごあいさつをかねて－

小田精
〔本会専務理事〕

全
私，去る10月より当協会の専務理事に選任されまして，直接，協会の仕事をさせていただい

ております。考えてゑますと，10数年前空中写真測量の仕事で時折お手伝いしておりました頃

､にくらべ，日林協も会員の皆様方のお蔭で大きく成長いたしましたし，また多くの有意義な業

績を残してきました。まことにご同慶にたえません。

さて，日本の林業は当今むずかしい問題が山積しているような気がいたします。林業経営自

体の問題として，また広く社会経済とのつながりに拓いて，どの問題をとらえてぷても，いず

れも早急に解決しなければならないものばかりです。しかも，林業関係者がゑんなして一生懸

命に努力しているわりには，前進も改善もあまり目立ちません。あるいは，少しぐらい改良さ

れても時流のテンポが早すぎて，相対的に実効を感知できないのかもしれません。

それほど日本経済は目ざましい発展成長をつづけてきました。その原動力が各産業部門にお

ける技術革新であることは周知の事実でありましょう。それにくらべて，わが林業部門では革

新的な技術開発がないではないか，もっとひどい言い方をする人は技術不在だときめつけます。

だが，私は決してそうは思いません。日本林業は科学的にも経験的にも諸先灘の藻されたりっ

ぱな技術をもっているはずです。わが国の林業に関する科学，技術は，先進国といわれる諸外

国のそれにくらべて劣るものではないと自負しております。それなのに日本の山左が，次第に

森林としての機能的価値を減じつつあるとするならば，日本の風土に対する技術の選択のむず

かしさはあるにしても，何かがどこかで狂っているむでばないか，という気さえいたします。

もし不幸にして，林業技術という大事な釘が1本ぬけているとすれば，それこそ一大事です。

また最近の目まぐるしい社会経済の動きに眩惑されて，自分で自分の技術を見失っているとす

れば悲劇でもありましょう。いまさらのごとく，こんなことをひそかに自己反省したりしてい

〃

今

－

ます。

われわれ林業専門家が，

－－_一

われわれ林業専門家が，林業のことをあまりよく知らない素人の自己中心的な世論に惑わさ

れて，林業の本質をなおざりにするようなことがあっては，お話になりません。同時に林業が

己れの技術を有効適切に駆使できないような諸禽の要因は，敢然とこれをとり除く努力が必要

である，とこれまた三省しています。

この意味で，林業関係者の唯一の職能団体である当協会も，ますますその団結を強くするた

め目下会員増加運動をいたしております。会員の皆様もどうぞこの趣旨に賛同されまして，未

加入の方女に入会をおすすめいただければ幸いです。そして林業技術の面から，､林業の発達と

普及啓蒙に役立つことができますならば，日本林業もやがて繁栄への大道を澗歩することとな

りましょう。

4
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I

シュツットガルト，プラッツセル，ストックホルム，ナ

ンシー，ハンガリー，ローマ，オックスフォード，それ

に今回のミュンヘンなどです。

日本は第10回から参加しておりますが，今年は東大の

佐藤教授が日本代表として，それに私共，山梨林試の安

藤さん，林野庁の蔵持さん，林試の加納さん，と脇さん

理研の深田さん，民間人としては住友林業の飯田さん，

諸戸林産の諸戸さん父子，それにドイツに滞在中の京大

の四手井さんと野口さん，宇大の薄井さん，山形大の北

村さんの皆さんと参加したわけです。

それから会議は，さきぼど申しましたように大会は5

年ごとですが，平索は部会中心で毎年開いております。

部会の総成は，次のように12あります。

』ⅡⅡ11ⅡⅡIIllIⅡⅡlIIlIⅡⅡ11Ⅱ11111ⅡIⅡ1111Ⅱ1111Ⅱ11111ⅡⅡIⅡIⅡIIIIlIⅡⅡIⅢ11MⅡIⅡ111ⅢⅡlⅡⅡⅡ11ⅡⅡⅡⅡⅢIⅡⅡⅡl畦
三 三

呂 ＝＝：＝

言座談会舅＝三
三＝三菫

諸外国の林業試験・研言究＝三
三
三
三
＝
＝

－－第14回IUFRO会議をめぐって一一三
三

三

三 三三

＝＝三

出席者（敬称略.発言順）言三
三
三 ＝
加藤誠平……東京大学名誉教授三＝

＝ 三三

佐藤大七郎……東京大学教授薑＝＝
＝目

＝呂
三

安藤愛次……山梨県林業試験場長三
三 三三

加納孟……林業試験場木材部材料科長臺呂＝
ニー

三 三
二＝

三小田精……日本林業技術協会専務理事三
二

三小幡進……日本林業技術協会嘱託三
＝呂
＝

三 ＝
三＝10月24日於スタジオシツクス三
三 三

司11ⅡⅡⅢⅡⅢ1111Ⅲ1111Ⅱ1ⅢⅢIⅡ111ⅢⅢIⅡlⅢⅡIIIIIIIIⅡ11Ⅱ11ⅢIⅡⅢⅡ1111ⅢIⅢⅡⅡ11ⅡⅢⅢ111Ⅲ1111ⅢiⅢⅢI肺

《
｝

部会番号内容

01文献，用語(BiblaiographyandTermino-
G

logy)

02林業史(HistoryofForestry)

11流域管理(ForestlnfuencesandWaters.

hedManagement)

21立地(ReseaechofSiteFactars)

22森林植物(StudyofForestPlants)

23増産(MeansforAmeliorationofForest

Production)

24保護(ForestProtection)

25経理(StudyofGrowthandyieldandof

ForestManagement)

26レクリエーション・野生鳥獣(Forstrecre.

ationandWildlife)

31林業経済(ForestEconomics)

32森林作業・技術(OperationaIEfficienCy)

41林産(ForestProducts)

小田去る9月に行なわれましたミュンヘンでIUFR

Oの会議は世界各国の学者，

研究者，技術者が集ってのき

わめて程度の高い林業・林学

関係の国際会議と聞いており

ますが，その重要性のわりに

は一般にはよく知られていな

いと思います。そこで本日は

この会議に出席された諸先生

にお集りいただき，会議の模にお集りいただき，会議の模様などについてお話しいた

だきたいと思い童す。なお司会は，こうした国際会議に

しばしば出席されど活躍されております加藤先生にお願

いしたいのですが．…．．。

加藤それではご指名によりまして，進行係というよう

な意味で，私から口火を切らしていただきます。

IUFROはイフロ会議と言っていますが，直訳しま

すと国際林業試験研究機関連盟会議で，実際は国際林学

会大会といったところです。世界で唯一の林学の集りで

して，大会は3年ないし5年に1度ずつ各国持回りで開

かれています。

《
里
屋

佐藤私からちょっと事務的な会議について補足いたし

ますと，まず常任委員会がありこれは毎年開かれていま

すが，このほかにこの委員と各部会のリーダーが加わっ

ての拡大委員会があって，このふたつで原案が作られ，

さらに国際委員会とでもいった各国1名ずつの代表によ

って決定され，総会で承認をうけるという形で運営され

ているわけです。

なおついでに申上げておきたいと思いますが，このイ

フロ会議はメンバー組織になっていて，日本では林試と

東大だけしかメンバーに液っていないのです。それで東

大と林試がいつも出席しているという苦情もあるわけで

すが，実はメンバーにならないと国を代表して出席す

会議のあらまし

－その沿革と拙成一一

加藤歴史は相当古いんですが，その沿革をゑますと第

一回は，オーストリアのウィーンで開かれ，その後第一

次，第二次の大戦でとだえましたが，大体5年おき位で

開かれ今度の会議で第14回をむかえたわけです。開催地

はウィーンのほかはブラウンシュワイク,チューリッヒ，

一､
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～

‐

る。資格がないわけなんです。

それで各大学や公立の試験場も，ぜひメンバーとして

登録してほしいと思います。

加藤イフロは研究所単位なんで，日本の林学会の組織

で参加できるといいんですがね。

－－会談のスケジュールー

加藤ついで会談のスケジュールのあらましを申上げま

すと，9月2日に始まり，この日が申込み日で，それか

ら3月が準備委員会，4月が開会式引き続いてノルウェ

ーのサムセッ1､さんの「開発途上国の開発について先進

国の義務」といったような特別識淡がありました。

ミニンヘン大学のアウラー

大講堂で開かれたのですがき

れいな壁画と英独仏のインタ

ーホーンの設伽のよいのが印

象的でした。その日の午後か

ら部会が開かれ，8日までつ

づけられました。それから9

月9日に閉会式があり，これ

から5年間の国際協力テーマやアメリカのフロリダでの

次回開催などが決まったわけです。

それでは本論に入って，童ず〔21〕部会から始めまし

ょうか。

立地・造林・保謹の問題

安藤21〔森林立地〕部会は，5日，6日の両日に研究

発表が行なわれ，私は6日に「中部山地の林地生産力の

研究」について発表しました。この部会で問題になりま

したのは，いかにして森林立地を区分するかということ

でした。ドイツのゲッチンゲン大学のエーレンベルグ教

授は，土壌，気候，地形，植生などを加味した立地区分

の法向を提案していました。植生いわゆるインディケー

タ一による立地区分とか，土壌だけによる区分とか，さ

らには森林型を中心とした分

け方というふうにいくつかの

流れがありますが，最近東独

方式とでもいいますか森林全

体として森林型で分けるとい

うことが相当問題になってき

ているようです。しかし東独

からも，この方面で進んでい

るカナダからも出席がなかったたことは残念でした。

会議の前にフィンランドへ行ってみましたが，瑛鏡的

にも単純ですので，きれいに分けられるようです。この

点蕊寛が複雑な日本Iこは日本独特の区分法があってよい

ではないかという印象を強くうけました。

なお，8日の部会で新しく7番目の研究班が設けられ

ました。日本的に言えばポタ山の緑化とか，鉱害山地の

再造林とでもいったものですが。

加藤佐藤さんの方はどうでしたか。

佐藤私も21〔森林立地〕で地位というものを，土壌

方面からのアプローチだけでなく，木の生活の方からも

アプローチしてはどうか，森林の生産力といった面から

考え方をのべたんです。

なお，樹木生理という研究班が22〔森林植物〕に新

たに設けられましたが，この方面の関心も相当強いもの

があると感じましたね。

加藤それから次は23〔増産〕ですか。

安藤23は，まあ造林というところですが，ここは問

題が非常に多くて，というよりは発表論文の数が多く，

したがって発表時間が1人5分というわけですから，聞

いている方も話の内容がよくわからなかったようです

ｵﾕ。運営の面で大分問題がありました。もっとも休憩時

間とか夜の部で個人的に大分話合ってはいましたがね。

加藤次は24〔森林保護〕ですか，これはどなたもで

ませんでしたね。

佐藤ええ，ちょっと関連して常任委員会で問題になり
ましたことをお話ししまし典う。スカンジナビアから保

護の部会を病理とこん虫に分けよという提案がありまし

たが，病理とかこん虫ということだけを取り出すなら

ば，すでにそれぞれ国際学会もあるということで反対が

強く結局従来どおりとなったんです。しかし学問を分化

させていく傾向と結合化との間にいろいろな悩象ができ

ていますね。

森林経営の問題

加藤それでは次は森林経営方面の問題に入りましょ

う。

安藤25〔燕休鱈里．測樹〕には山形大からドイツ留学

中の北村さんがでましたが，北村さんの話ですとドイツ

を中心としたヨーロッパと，アメリカ･カナダグループ

とは考え方がいろいろと違っているようです。ドイツの

方は誤差論を中心としているが，アメリカの方は環境測

定を入れての成長を論じてい為。童たドイツではまだ使

っていないが，アメリカの方ではコンピューターを使っ

て手広く研究しているとのことです。それから旅業その

ものについての考え方も，ドイツは非常に狭く考えてい

るのに，アメリカの方はレクリエーションまで含めた広

い林業を考えているようです。なお研究斑として林業統

計が追加されたそうです。
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加藤それに関連して，ついでに26〔レクリエーショ

ン・野生鳥獣〕の部会についてお話ししておきましょ

う。世界各国とも大衆の股クリエーションが盛んにな

り，それに伴っていろいろの問題がでてきて，われわれ

も大いに関心をもつべきであるということですが，まず

第一は林学・林業関係で考えるレクリエーションの問題

についての研究範囲はどうか，それから森林風致の問題

したがって森林美学といったものや，造園学を応用して

レクリエーション施設・利用などを林業の中で自主的に

やるべきだといった問題，森林の多目的利用の立場から

レクリエーションをどう考えるか，といったことが識菱

されました。

私は日本の国有林のレクリエーション利用ということ
でスライドを使って話したんですが，そのとき私有林で

レクリエーションに開放したときに収入の道があるのか

という質問がでました。レクリエーション利用に対して

は森林所有者はなんらかの代償を求めるのが当然だとい

う空気が強かったですね。

係の人にも入って貰い協調して機械化をすすめるべきだ

という意見が対立しました。結局，後者が勝を制しまし

たが，なお意外だったのはドイツ系の造林の大家が，間

伐は生物学的埜礎だけやればよいんだからおれたちにま

かせろというんです。伐採跡地は千差万別だから，国際

研究とか，国際実験をやっても意味がないというんです

ね。つまりトラクターなんか林内に入ると根をいためる

し，そのため成長が減退してしまう。また機械化すれば

どうしても大面積施業になり，林業の本質とする小面積

集維施業に相反する結果になる。いかに技術がすす承，

童た経済性を重視するとしても，森林資源を減衰しては

なんにもならないということのようです。

佐藤それは残念でしたね｡私旋らドイツの夫弗隼にぐそれは残念でしたね。私ならドイツの大先生にく

ってかかるところでしたね。

《
》

機械化のための機械化はこま

るが合理的な機械化である限

り，それを受けて立つ用意を

造林の側でも持っていな.くて

はならないと思うんです。お

互いの歩欺寄りという形で，

機械化から生ずるいろいろの

森林作業の問題

加藤23〔森林作業・技術〕部会については私からお話

ししましょう。

私は山岳林の林道網の問題いわゆる適性林道密度とい

ったことについて話したんですが，それに対してそのよ

､うな理論的なものだけではいけないんじゃないかといっ

た質問もでました。スタンダードを決あそれを実際の現

地にあてはめて，林道網を設定してゆくんだということ

で納得してもらったのですが，それから諸戸さんは日本

ではコストが高いので，ヨーロッパのようにha当40mと

かと50mといったことは不可能である。そこで幹線林道

から枝分れした副林道(I&ラックは入れない）を沢山つ

け,そこで動けるような材錐機械やトラクターを入れ,そ

れを従来からのケーブルシステムとうまくコンバインし

たやり方が効果をあげているという話をしました。これ

により山岳林で従来引き合わないので放っておいた間伐

が採算がとれるようになり，これは経済的にゼロであっ

たものがプラスになるのだから，新しく林地を買入れた

と同じだというような説明で大変な拍手を博しました。

－機械化と造棒一一
グ

加藤それから重要なものとして機械化が造林に及ぼす

影響（とくに間伐）如何という問題がありました。

、機械化しないかぎり林業は成り立たないのだからどし

どし機械化をすすめ，これに対Lで造林などから批判が

あれば，悪いところは直していけばよいという急進派と

，やはり始めから造林や経済の学者も入れ，また林産関

影響を研究して，造休の側から協力してゆくという態度

が必要だと思いますね。

加藤それでは先にすす象まして林産について……。

加納41〔林産〕部会で中心的な問題になったのは,パ

ルプとしての原料が二次林から求められるようになって

次第にその慨が低下したという点，アメリカでいろいろ

の分野の学者を動員して共同研究しているのです瀞,原

料材の質の改良，木材繊維の特性の研究などが大きな問

題になっているわけです。それから建築材についても短

伐期といいますか未成熟材の状態で使われるようになっ

てきましたが，それらの材質特性については林産部門だ

けでなく，育糎学者なども入れてシンポジュームを行な

おうという提案が1965年メルボルン会譲で，採択され’

今回はそのうち旋回木理に関する事項が2日間にわたっ

て活発に討論されました。

次は木材に対する競争材（代替材）の問題，これにつ

いては最終製品に対する用途を目標にして木材の品質表

示法を考えるべきだということで，この方面の組織的な

研究がアメリカの林産研究所で行なわれ，その結果が一

部でたので，それを中心にして討論しました。それから

もう一つは心材形成に関する現象で心材物質がいつどう．

してできるのか，どこで生命をもった細胞が死廼のか，

といったメカニズムに対する学問的な検討が行なわれま

とた。最後に木材の機械的な利用の分野で，最近アメu

一
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ガやオーストラリヤなどで木材を樵造材として使う場合

のグレーディングマシンというものを開発しました。こ

れは直接機械を通して非破壊試験といいますか，そうい

う方法で材料の強さを試験し，これをパスしたものだけ

を使っていこうというわけです。たとえば，集成材を作

る場合に，その原板を全部チェックして，その許容力を

はっきりさせておくというものですが，この各国におけ

る実用状況についての討議がありました。まあ，だいた

いこんなところですが。

加藤その他31〔林業経済〕部会にはどなたも出席し

なかったんでよくわかりませんが何かありましたかね。

一経済的な問題一一

小幡それではちょっと経済的な問題について，こんな

ことが問題にならなかったか

どうか，お伺いしたいのです

が｡

機械化の問題で，従来日本

なんかとくにそうなんですが

資本として，機械をゑるとい

うことをしないで，資産的に

みる。ある機械を導入したこ

とによって，これだけ能率が上ったということでプツッ

と終ってしまう。アメリカあたりでは，林業機械を導入

する場合に資本的に象る。ただ単に機械を導入して倍に

能率が上ったといっても，それは経営的に象れぱ導入し

ないほうがよい場合がある。少しでも能率が上れば，そ

れでよいんだということか，そのへんの話はでませんで

したか。

農業の場合にはよく問題になるんですがね。

加藤私はでなかったんですが，31〔林業経済〕部会で

，フィンランドのハイキンシモンさんが担当していた問

題で，世界各国の主として工業原料材ですが，それらの

コストを比較したりしていましたね，結局機械化して伐

出するコストは似たようなものでした。蒋積によって機

械の大さがちがってきますが，単位当の蓄溌の多いとこ

ろと少ないところとの比較では，コストの面からは似た

ようなものなんですね。また,運材饗も似たようなもの
で，日本と欧米と非常に違うのはオーバーヘッドなんで

す，総がかりが。どうしてこんなに多いんだという質問

をうけました。ちょっと貿方の質間とちがうかもしれま

せんが，とに角日本はずば抜けて大きいんです。これは

事務員やタイピストやらの事務費だと答えておいたんで

すが，日本はビューローで使う経費を使いすぎるんだと

言われましたね。参考までに申しますと労賃は大体フラ

ンスあた.りと同じなんです。いちばん高いのはカナダ

1

で’一日20ドル北欧は12.3ドル位，ドイツで6．7ドル，

フランスは5ドルですから，使い過ぎといわれても仕方

がないわけですね。
『

国際交流で得たもの

加藤だいたい室内での会議のもようは，いま皆さんか

らお話しを伺ったとおりですが，夜の部での意見交換と

か，引き続いて行なわれた視察など，むしろこちらの方

が収稜が多かったかと思いますがその辺の話しを，その

ほかとっておきの話しがありましたらついでに披露して

いただきましょうか。

－日本の技術援助を望んでいる－

安藤7日と8日に〔発展途上国における林業，林産研

究への貢献〕というシンポジウムがあり出席しました。

日本は林業の先進国であり，長い造林の歴史に対しては

各国とも非常に敬意を払ってくれましたが日本が発展途

_上国から大量の木材を輸入していながら，これらの国に

対する技術的，物質的援助が足らないという不満の声が

強かったですね。

私は林業教育に関しては毎年コロンボ計画で東南アジ

アの人が来ているんだと言いたかったんですが，そして

FAOの統一的な教科書でもあればといったことも言お

うとしたのですが，あとあとどういうふうにそういった

発言の責任をとるのか（笑）と考えると，つい口が重く

なってしまいました。

加藤架線集運材ケーブルブロッキングは日本のお家芸

なんですが，開発途上国の人たちが技術の識習会をぜひ

日本でやってくれという申し入れがありましたね。向こ

うでもよく知っていて沼田営林署の機械化センターでや

ってくれということでした。林野庁のオーケーがとれた

ら引受けましょうと約束したのですが，向うで大学出を

2，3人送りたいと言ってい室した。

要するに開発途上国は森林資源地なんですが，それを

先進工業国がどんどん材料をもっていってしまう。あと

の保続をどうするんだ，保続的な林業指導をする義務が

あるというわけで，その点恥入ることがしばしばありま

したね。

安藤外国との技術協力については，ミュンヘンで行な

ったわれわれの反省会では，財団でも作らなければとい

う声が強かったですね。

加藤日本林業技術協会あたりもひと肌ぬいでほしいで

すが，まず日本林学会や林野庁に認識を深くして貰わん

ことにはね。

安藤それからこれからは語学力が何んと言っても大切

ですね。
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加納そうですね。こちらの語学能力では聞くのが糟一

杯で，意見があってもなかな言えず残念でしたね。

佐藤何かここでどう言ったらと考えているうちに，ほ

かの人が言ってしまうということになってね（笑）その

うちに別の問題に進んでしまう。

一夜の部は友情の場一

小田夜の部はどうでしたか。

安藤国際会議は体力がいりますね。

佐藤昼間は研究発表や事務的な打合せがあり，夜は12

時頃まで友情を温め，翌日は9時からまた会議という強

行軍でしたからね。

パーティはミュンヘン市長とバイエルンの股林大臣招

待のカクテルパー.ティがありましたが，そのほかに会饗

もちのバイエルンの夜とでもいうもので，民族芸能もや

ってくれ，こちらは飲んだり食ったりで大いに語り合う

という会，それからダンスパーティもあったんですが，

これはどうも苦手の人が多いようで(笑)。手紙でやりと

りしていたとか，書いたもので名前を知もていたという

同志が，こうした機会に話し合って．"…。こうしたこと

も国際学会のひとつの効能でしょう。

加藤日本の林業機械と向こうの，たとえばラジコンの

設備，これを技術提携してやろうじゃないかといった話

もでましたが，これなんかも公の席ではなかなかでてこ

ないのですね。

加納発表のときはなかなかうまくゆきませんが,1対

1ですとう・ロークンでも通じますかられ(笑)。

－エキスカーションは婦人同伴で一一

小幡向うの人は奥さん同伴が多かったですか。

加藤大部分は1人ですが，大御所連中は皆･･…･･

加納私は木材工業の見学をし童したが，それも5日ぐ

向うの人は少なくとも山に生えている植物などにも興

味をもっていて，案内の人にさかんに聞くとかね。ただ

だんなさんにくっついているというんではなく，積極的

にエキスカーションに参加していましたね。

安藤エキスカーションはきわめて家庭的なふんい気が

ありましたね。私は林地肥培のエキスカーションに参加

したのですが，全部地下足袋で通したんです（笑)。そ

うしたらフランスの奥さんが．．…．，近寄ってきまして

ね，その奥さんは，ご主人が一生県命に引き止めている

んですが……。好奇心や染がたく地下足袋をさして，ど

っちに指が何本ずつ入っているのかと聞くんです（笑）

どうやってはくんだとか，ピッタリしているのになぜこ

はぜでとめられるんだ（笑）とかね。その後お茶をおご

られたりしてすっかり仲良くなりました。

それから感心したのは，行く所には必ず土壌断面がで

きていて，その近くに雨が降っても大丈夫のようにビニ

ールをかけた掛図があることでしたね。帰ってから早速

山梨でやって好評を博しました。

佐藤私は南バイエルンの造林と伐木運材関係を鏡たん

ですが，感心したことが二つあるんです。一つはベルヒ

デスガーデン，ヒットラーががんばっていた景色のよい

ところですが，あいにく雨でしたので湖でポートにのっ

たんですが，そこでは電動の船しか許されていないので

す。それは音がしないから鳥や獣が鴬かない。また油を

使わないから水がよごれない，ということで，ずいぶん

と自然保謹には気をつかっているんです-。日本の国立公

園でも大いに反省して貰いたいものです。もう一つは自

然保謹についての考え方がアメリカ側とドイツ側とはか

なりちがっているんです。たとえばドイツでは自然儒痩

地域で，鹿の数などを制限するために鋤砲でうっている

んです。それをアメリカはけしからんというし，ドイツ

は熊や狼がいなくなった以上，人が代ってそれをしなけ

ればバランスがとれんというわけです。それからもう一

つ，ドイツは侭硫的に放牧と森林とが入り組んでいるん

です。それを分離する委員会ができて，放牧地は放牧地

として改良し，一方林業地は放牧による被害を防いで生

産をあげようというわけです。歴史的に牛を飼っていた

ドイツあたりがやめようと努力しているのに，日本では

わざわざ肉牛を入れようとしている。何かちょっとおか

しな感じがしました。

－ドイツの森材←一一

小幡ドイツの森林は蓄積が非常に多いそうですが。

加納自分の国内では節伐して，アフリカあたりから大
量に入れていますね。伐期も高いですね。

佐藤伐期100年から120年といっても大きさからいえ

《
一

一

一

<ス旅行で，らいのノ ，朝7時半

でしたが心

奥さんを連

。それも老

は上ったり

れでも大変

老夫婦が手

出発という強行軍

1/3く．らいの人が

れて来ていました。

夫婦で．．．…，エ場

下ったりでわれわ

ですが，けつこう

を組んで歩いてるんで感心し

ましたれ。奥さんもさかんに質問するんですが，日本で

すとおやじの仕事には口を入れないでしょう。それが向

こうはくちばしを入れるんですね（笑)。

佐藤四手井夫人，脇夫人，野口夫人と3人来てい童し

たが，日本から奥さんが参加した最初の儀会じゃなかっ

たですかね，夜の部などには清物姿で現われまして人気

がありました。

-－－－－．6．－－－
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ぱ，杉の5,60年ですからね，6,70年といった方がいいか

もしれませんが。

加藤経営者が林相をよくしていこうという頭で森林経

営をしていますね。アメリカ，カナダやスエーデンなど

はやはり工業原料を主体としているので，大面積の皆伐

をやっていますが，その点ドイツは，なんというか芸術

的なんだな。

佐藤蓄積と成長量をふやすという考え方が根本にある

んですね。

小幡私有林でもそういうような傾向ですか。

加藤ええそうです。大きなのは皆。

佐藤半年ばかり私どもの教室にいたプロフマンという

人が，ミュンヘン大学の教授であり営林署長をかねてい

るんですが，昔から彼が技術指導している私有林を1日

見せていただいたんです。まったくさきほど申したよう

に蓄積をふやす施業をとっています。自分としてはいろ

いろのことを試薙たいんだが，ここは自然保護地区なの

で外国樹種は禁ぜられており，それでトウヒをやってい

るんだということでしたが，私有林でもまわりとの調和

ということを考えているんです。

加藤私も感心したのは，それはかつての領主の御料林

ですが（3千町歩）昔はナラの林であったのが，何百年

か前に伐られて坊主になり，そのために山の上や平坦地

が湿地化し，どうにもならなくなった。そこで総延長25

キロにわたって排水激を作って，天然更新を主体とした

森林を育てた。いまでは大きいのは200年生だとか言っ

ていましたが，実にりっぱなトウヒ，マツを主体とした

森林になっているんですね。

安藤日本では向こうは平坦だから自然環境がよいと考

えているようですが，平坦地は地下水位が高く湿地化し

やすいとか，また純度が高いんでポドゾル化作用も激し

いとか，それなりの問題や悩象があるわけです。そうし

たものに対して林業経営をとおして人間が挑戦している

といった感じがしますね。

佐藤鹿ば林業経営にかなりプラスの面があるんです

が，モミとかカエデを食うんで困ることもあるんです。

それで鹿に食われないように更新面には金網のさくを張

るとか，あるいは植えこんだモミとかカエデの木におか

しなさくをしているんです。これは相当金がかかると思

うんですがね。

加藤いたる所でやっていますね。

佐藤もつともそのほうが，たくさん更新するし，それ

を抜いてクリスマスツリーに売ればモドは取れると言っ

ていましたが。（笑）

小田それでは最後に加藤先生から総括的な所感でも。

1

加藤今度は少し遅ればせながら林野庁からも蔵持さん

を派遣していただいて，機械化その他の見学もできたし

日本の機械化がアメリカ，カナダは別としてβヨーロッ

パの機械化に対してそう遜色がないということも見て婦

ったろうしね。たいへんその点は有益だったと思いま

す。特に蔵持さんと諸戸さんの参加した見学旅行は機械

化見学旅行で，造林から伐木運材までずっとあって，労

働生理とか，職制や，例のチェンソーの震動の問題と

か，かなりおもしろい見学旅行だったらしいです。日本

の林業機械もドイツのウニモクに負けないだけのものが

できてきたということで，大いに自信を持っていいと思

うんだけども，それに関連して向こうではいま油圧で林

木を伐る研究が始まっているんです。そういう研究発表

もありましたが，これはね，林産部門でもカナダの林産

試験場ですか，あそこのジョンソンという人が製材する

ときに油圧でやっちゃうという実験をやっているんです

ね。だから林産部門と産業部門と両方でその問題にとり

くんでいるわけです。

今度の会議では多方面にわたって収穣は大きかったで

すが，しかし学問には国境はないと言われているのに，

今度もまた例の国名の呼びかたなんかがこじれて，東独

が隣であるのに参加しなかったのは残念でしたね。

次回はアメリカのフロリダですが，次かその次くらい

にはアジヤ，とくに日本で開きたいと思いますね。もっ

ともそのためには宮も民も協力して，今から準備しなけ

ればなりませんが…･･･・

小田まだお話も尽きないようですけれども時間もだい

ぷ過ぎましたので，この辺で……。どうも長い時間あり

がとうございました。非常に林学は幅広い学問ですので

林学の中でも部分的といいますか，そういう個別的なも

のだではだめなんで，共同研究，さらには林学外の隣接

諸学との共同研究ということも必要であるということ，

それからもう一つは国際協力でございますが，そういっ

たことに日本は非常に欠けている。もっと積極的に世界

にのりだしてゆかなければいかん，そういった二つの点

に非常に強烈な印象を受けました。これは日本林業技術

協会の今後の方針にとっても非常に参考になったと思っ

ております。ほんとうにありがとうございました。

－7－
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需要生,00鳥|過不足100万In3 100万ma
材種

昭36年'昭50年昭36年鵬50年昭36¥|,250f

｝鋤‘“‘－1‘5-20‘
製材丸太』39．554．0

合板丸太22．57．5

10.022．5－－10.0パルプ材314．042．5
（14.0)(32.5）

その他用材7．08．07．08．0－－

剛材合計6aO1120(:;::)|(:;::)|-1051-305

東南アジアの

林業開発と日本

大谷滋
､可lb･･･--"IIh･･--･･0F･-ーﾙ--J(三井物産株式会社調査部〕

昭和50年（1975年）の日本の用林冊要と生産予想を

FAOが昨年の季刊誌「ユナシルバ」に公表しているの

で，まずこれを学んで承よう。

なお，昭和41年4月1日の閣議で「森林資源に関する

基本計画」と「林産物の長期需給見通し」がきめられた

が，これによると国内の辮給見通し妹第3表の通りであ

る。

FAOの発表した東南アジア地域と東アジア(含日本，

韓国，台湾，香港）の木材需給見通しと，人口や国土面

第2表東南アジア諸国土地利用状況表

注日水の林野庁資料に華づきFAO蛎務局が集計したもの。
1.製材丸太：主にソ連，北米からのN材と若干のラワン丸太。
2合板丸太：主にラワンと東南アジア熱補広葉樹材。
3.パルプ材：北米，ソ連からのパルプ材とパルプ（廃材チヅプ

加算）

積，林野面積の関係は第4表の通りである。

この急増してゆく日本の木材需要堂を自給せんものと

国内林業界では，あらゆる施策が結集されて，石油に次

いで第2位となった木材輸入金額を，今世紀末から押え

ようと懸命の努力が傾注されているが，わが国の針葉樹

材l輸入二大資源地域の一つ，北米・カナダ地域は，昭和

60年には地域需給が交差し，日本への輸入が期待簿とな

るおそれもあり，今一つの

《
）

地域ソ連極東針葉樹資源も

地形的には日本海側よりも

北氷洋側へ搬出容易な面稜

が広く，また極東開発人口

移動政策にも限界があると

も言われ，針葉樹材は特に

長繊維を要する高級紙製造

には不可欠とされてはいる

が，寒帯林の長伐期の再生

産コストと供給生産量と

が，果たして東南アジア熱

幣地域の早成長樹種の最適

植物生育気象条件下の人工

造林の低コスト生産量にど

れだけ対応しうるかの技術

開発限界と採算性も十分注

視する価値を生ずるであろ

う。ぎわ逸て優れた職業的

フォレスターであられる本

誌の』5,000の読者諸賢に

は，迩掲の図や表から，い

まや，日本の森林木材産業

が単に日本一国だけの問題

ではなくなり，世界の森林

’林 野1,000ha その他土地
1，000ha

艇地叢林その他

利用可能林|未利用林国名，地域名国土面積経済

利用林1,000ha 経済林|瀞漬|経済噸経済|鯉地 叢林
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第4表東南アジア地域の木材需給見通し

FAO昭和41年（素材1,000m3)
第3表日本政府の予想による国内林産物需給の惟移

＝(百万m3)
一

分|蝋籔'|50年|60"|70"|80年|90年

蝋蕊崖
I薪炭

AIB

帆和28～昭和
30年平均50年

I薪炭材区

地 域

；
38．

8．
6，

9．

33．劃

割

建
包
土
率
パ
特
輸

需
要
量

諦
諦
繩
》
癖
癖
蛎

也

材
材
材
叫
材
材
材

４
７
４
７
７
４
１

２
１

９
１
３
０
例
創
到
引
Ｉ

木
材
（
素
材
換
算
）

撫蕊39;;""|000120’","，'u’‘,,皿,｜湖;;i:;;;|;;;;;|jj
皿製材品||Ⅳ想繍

蝿而I
4，6008，46

5,600I10,20

",001鯉｡0，
Vバﾙプ製品|Ⅵ繍蛎I

､継獺職撫！

東南アジア大陸

東南アジア諸島

東アジア

４
Ｉ

'201

1
9

3

7

計

給璽
待．量
（％）

小 n製材品100 13611461146

国内自
輸入期
自給率 糠

11

2

8

東南アジア大陸

東南アジア諸島

東アジア

70

29

71

傘

蝿潅。鋪朧“篝熱繍”

蝿愚嚥禽,撒棚一m,鑪

義泳甫器欧州方城シ蕊蕊鳥日本需州

東南アジア大陸

東南アジア諸島

東アジア

資源，木材貿易との関連において，アジアの新興国民の

生活水準向上を目指しての共栄発展の路を進まなければ

ならぬ方向の鍵となっていることに気付かれたことと思

われる。東南アジアの熱幣林開発事業への協力は，私達

にとって決して生易しい事業ではないが，現在森林木材

資源は人類の蝋かな生活を支える基礎物費として，全世

図1世界の人口，所得，森林蓄積，用材需要壁の分布

（昭和35～37年の平均)(FAOユナシルバ20巻1,2合併号8,9
頁より）

‐

燕汰型凡例

国際維襟織沸函蕊茄多詞瀧
Ⅷ逼蒲混巽泳吻熱緯渦鐸馴然
鰯蝋濯術浬鋤謀醗龍襟妹少

日本の木材市場を中心にした東南アジア，米国，ソ連，カナダの森林資源分布図

(オックスフォード経済地図による）（オックスフォード大学出版部1962年）

，－－－－9‘．一一
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（1927）－昭和

41年（1966）の

40年間の日本の

木材輸入量実績

グラフ

一ダククー

《
）

f
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””卜

木裁輸出金額
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図4戦後の日本木材

輸出入金額実績グラフ

（大蔵省関税局調べ）

－2月鐸識識重』‐ 字侮
‐1，B邑罠角へ●ぬ

鶴騨駕鰯

鵜"灘
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爵側認惑燕織鳶:噸1 一
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”
昭 和年季三〃

沙

第5表東南アジアの国土，人口，制野而穣の関係表

_率

本材市場の進展ならびに私ども林業人の屑に担わされた

立場や意義を想うと，アジアの木材需給の将来について

FAOから出された勧告を，アジア外相会織の艇業，漁

業技術開発政策と平行して，忠実に履行し，人類の豊か

な繁栄への確固たる基礎を築くことこそ，昭和100年に

向かって，若き日本林業技師が，真のエイジアン・フォ

レスター（亜細亜林業人）の中堅として，はつらつたる

新興口の青年技師とともに，輝やかしい先人の業穣を正

統に継承して，未踏の全く新たなアジア林業の歴史を開

拓創造してゆく使命を与えられているのではあるまいか

と思われる。

国土面積|林野面積|林綴4
地域

停唯。
全国

1M万|ha/
土而
ha l人
積比

緋:膣熊
38162i0.30111112

人口
伽万|ha/

100万hall人
人

78119612.51

鯛|認；
東南アジア大陸

東南アジア諸島

束アジア

39

53

12

界的にますますその重要生を増大しつつある。私達のア

ジアの人口は，すでに地球人口の半ばをこえており，明

日の人類全体の運命に大きく影響するアジア国民の貧困

解放闘争の橋頭塁として，本地域の森林喪源の開発と日

－10－
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台湾の林業とスギ

－台湾・琉球の旅から－

松川恭佐
〔本会常任顧問〕

全ヱー耳二二一三一も

まえがき

ばからずも本年11月（'67）私は台湾と琉球の旅に出か

けることになった。一つは日本林業技術協会蓑輪理事長

の代理として，一つは外林産業KKの責任者として，共

通の用務をもって行くために，台湾政府から私に招聰状

を発給されたからである。

かねて林野庁の指導のもとに，日本林業技術協会と外

林産業KKが協力して，台湾に輸出した林木種子は，昭

和27年以来連鐡15カ年を経過した。これらは優良母樹に

よったことと，精選度の高い種子のたあに，非常な信頼

を得ている。その輸出総量は3万＃を越え，これから造

成されたスギの造林地は，およそ4万haに及んでいる

とのことである。なお本年も第16回目の輸出をなすべく

目下準備中である。

これらの造林・育苗事業を現地について考察協議し今

後一層成績の向上を期し，中華民国の森林資源の増殖を

図りたいというのが，この旅行の主要な目的であった。

そのほか両国業務の提捌と連絡に関する数件の事項をた

ずさえて赴いた。

私はかつて2回台湾を訪れたことがある。今回は第3

回目であるが奇しくも15～16年を周期として訪台してい

る。第1回（昭和11年一'36)は日本の統治時代，沖認県

八重山国有林（西表島）調査の帰途約1週間立寄った。

第2回(昭和27年－，52）は台湾林学会の招聰で16日間の

日程で参上した。（本会誌No.129,130,131,133,139

に報告掲載）

前2回とも視察したのは西海岸が主であったが，今次

第3回目の日程は全島一周のコースであった。すなわち

台北市から束海岸に出て南下し，南端のガランピ岬から

西海岸に沿って北上し，阿里山，日月諏をまわって，台

中市経由台北市に戻ったのである。

主なる行動を毒日すると次のようになる。

旅行日程

月日経路および訪問箇所宿泊地

10.23東京→台北市（飛行機）日本大

使館・農復会・林務局・林業試験所台北市

24故宮博物院･台北市→花蓮市(飛行機）

田寮苗圃・木瓜林区管理処花蓮市

25太魯閣峡・関山林区管理処(台東鎮）知本

26墾丁（恒春）植物園・ガランピ岬四重溪

27隻流林相変更工作（苗圃・造林地）

恒春林区管理処（屏東市)・澄清園高雄市

28楠濃林区管理処(台南市）・孔子窟・

鄭成功店・安平古墜・玉山林区管理

処（嘉義市）嘉溌市

29森林鉄道沿線造林地・神木・阿里山

付近天然林・公園阿里山

30喜義市付近行道樹・台湾大学溪頭実

験林（造林地。苗圃）密大林区管理

処（集を）日月澱

31日月源付近・茶場・魚池の租地造林・

苗圃。塙里および東浦苗圃。東源美術

合板工場（台中市）台北市

11．1林務局・中華林学会主催林業展覧会台北市

2林務局における林業座談会台北市

3台北市→那覇市（飛行機）

那覇市内･琉球大学那覇市

4沖繩南部および中部帰国

那覇市→東京（飛行機）

この間，たまた菫10月25日は光復節（台湾が祖国へ光

栄ある復帰をした記念日）に会い，また10月31日は蒋総

統81歳の華誕（休日にはしていない）であった。全島あ

げて喜びにあふれ，サイクリングに出かける若者たち，

ピクニックを楽しむ家族ずれ，遮動会などと津左浦なま

で各戸国旗を掲げ，紅色の祝字幕を飾りつけて，慶恭祝

に満ちていた。

台湾は20年にわたって大陸反攻を堅持し，学徒卒業後

1カ年の軍事訓練を就職条件としているような，臨戦体

制の国情下にある。このようなとき，国の慶びを祝い合

っている人々の喜倉たる姿を見ることは，国境を越えて

特別うれしい心地がする。

国の政治に潤いができ，民生の安定が高まりつつある

しるしであろう。15年前に見た台湾とは，この安定と繁

栄の度において，国民生活のいろいろの面で著しい向上

進歩のあることを，この旅行中に深く感じさせられた･

1．台湾林業の横顔
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国有林・大学実験林・民有林等の所要スギ種子は，一

元的に台湾省政府が需要を調査とりまとめて，日本の林

野庁に委託するとい.う堅実な輸入方法をとっている。将

来も一層優良種子を確保して，供給の万全を期せねばな

らない。花蓮市の田寮苗圃では，埋幹法による竹の育苗

を，はじめて見せてもらったのも忘れられない。

スギ造林地は，日本時代からヨシノスギの種苗を日本

から取り寄せて作ったものである塊年齢の古いもの

は，第二次世界大戦で大分伐られた6

今日14～15年以下のものは全部われわれの輸出したも

ので,その成績は見るべきものがある｡阿里山付錘には
、・

約1,000haのこれらの若い林が展開しでいるし，溪頭の

大学実験林でも同じような林相が観望できるのはたのも

しい。

大学実験林の試験地のha当たり材積平均成長量は10

年生のとき15m3,台南林区管理処管内では15年生で20

In3を示しているのは普通の成績である。また日本時代，

昭和の初期に植えた同じ実験林の38年生スギ林は,ha当

たり1,000m3の蓄穣を保有し，材穣平均成長量憾26m3を

示していた。これら林分の最大連年成長量はより大きな

ものであろうが，これらは日本の収穫表のいずれにも見

出せない数値であろう。

私はこのようなスギの健全な成長ぶりを見て，日本ス

ギを導入した先輩の功績を讃えるとともに，これの育苗

・育林技術を手に入れた台湾の人女の林業技術に対する

功労を深く銘記せずにはおられなかった。台湾のスギ

は，もはや日本の借りものではなく台湾独自のものであ

るという感を深くした。

ただ原産地を遠くはなれているため，台湾の母樹林で

は結実が少なく､，発芽率が低いのが欠点である。根気よ

く育種学的観察研究を･つづける必要があるのではない

か。また挿木の研究も精進すべきであろう。

魚池部落の租地造林を15年ぶりに見た。前回きたとき

は，部落民が総出で楽しそうに植えたばかりのコウヨウ

ザン造林地の手入れ作業をじていた。今日これらは真黒

な森林になって，欝閉して日の眼が見えない山となって

いる。もうすぐ我期が来るであろうが，租地造林の成功

を祝わずにはおられなかった。

間伐と枝打の事業については相当に手おくれの林分が

見受けられた。これにはそれぞれの理由があることと思

う。しかし間伐は成長促進と間収入をあげる上の必要性

ばかりでなく，林分に抵抗力を与え，風害その他の諸害

に対し強くなる意味からも，できるだけ実行の推進を望

象たい。枝打の励行を図られることが肝要である。

恒春林区管理処管内の整流における林相変更工作（苗

台湾は台湾海峡150km位を距てて，支那大陸と対時

し，金門。馬租などの島喚は，大陸に接岸せんばかりに

位置している。この海峡に西海岸一帯を向けている紡錘

形の本島は東シナ海と南シナ海をわける重要地点におか

れている。

総而祇は360万liaで，わが九州よりやや狭いが，人口

は現在1,200万といわれているほど密度は高い。戦前の

600万に比し2倍に及んでいる。

本島の屋根をなす南北縦走の主軸山脈は，東海岸に接

近して海岸線と並行に舞立するため，東西両地域の地勢

は，概して嶮峻と緩傾斜の対照を示しているのが特徴で

ある。山脈の主峰は玉山3,997m(新高山）で，このほ

か2,000～3,000m級の連峰が100座を越える。山地年雨

還は3,000mm位であるから，急勾配を流出する河!|の

荒廃は想像に余るものがある。

年平均気温は北部で21｡C,南部で大体25｡Cに達し，

北回帰線は嘉義・瑞穂の付近を通過しその北南ば熱帯圏

に入る。しかし，林業上の主要部は垂直的にこの上部に

位する暖・温帯に存在する。

林野は全島の約60%,200万haであり，これの約90%

は国有で他が公私有に属する｡国有林野のなかには,山

地人（元の生蕃）のために用意されている保留林野と，

不生産林地が相当部分を占めるので，経済林はほぼ120

~130万haと見るべきであろう。

棚種別の森林割合は針葉樹林19％，広葉樹林72％，針

広混交林3影，竹林6％となる。総蓄溌は2億In3を越

え，この内訳は針葉樹45％，広葉樹55％を示している。

これらの林野を管理経営するため，台湾省政府の下に

股林庁林務局をおき，国有林は13の林区管理処に，42事

業区を分担せしめ，ほかに林業試験所がある。これらの

職員数は2,000人，エ人数は約7,000人である。公私有

林野は地方宮署の所管に属している。

近年の用材生産量は年90～100万In33造林新植面積は

2万11aを上回っている。

林務局における近年の収支は収入6億5千万元，支出

5億万元で収入の超過を示している。

（1米ドル＝40台幣元＝360日幣円，台日比9：1）

2．造林事業

各地の苗圃は視察した限り，良好な育苗状態であっ

た。病虫害の措置も妥当のようで管理は行き届いてい

た。台湾でばスギの播種床から25cm以上を一年生で山

出しするが，その得苗率は60％以上を示していた。こと

に条擶きの床の苗は，ガッチリして健康そのもののよう

に見受けた。このようにわれわれの送り出した種子の立

派な成育を見ることは，とりわけうれしい。

一
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圃・造林地）状況を見る機会を得たことは非常に幸せで

あった。ここは熱幣圏内に属しているが，標高100～500

mの低位広葉樹林を優位広葉樹に転換する事業で，短期

間に約1,10013aの事業を進めた。そして事業の進行につ

れて実証的に植栽樹種をしぼり，現在は，シマト,ネリコ

・ランシンポク・ソウシジュ・ユーカリ2，3種を主た

るものとしている。これらの成績は良好で，成長の早い

地帯であるから林相の改良がきわだって目だっている。

滕処長ば，できて見ればなんでもないようだ漆，この

仕事をするための工人大群衆の取り扱いには処員一同人

知れぬ苦労があったと，カラー・スライドを見せながら

詳細に技術的な説明をしてくれた。私たちはここ．で記念

植樹をしてきた。

この地のほかにも，林務局では竹束林区管理処におい

て，同じ方式の工作を行なっているそうである。このよ

うな集中的先駆的模範施業の地区を設ける方針は全く共

I1M-るところで，これらが核心となって，全面的に改良

が推拡される効果は大きい。林務局では，さらにかかる

エ作地域の増設を予定しておられるらしいが，す蕊やか

に水平，垂直各地区に多くの設定を見，その永続を図ら

れるよう望んで止まない。

なお本島林野には放溌されている要造林地がかなり見

受けられるようであるが，このようなところも今日の前

向き姿勢で，職極的に造林の道を誰じたなら，著しく国

土の利用を増進させるにちがいないと思った。

蒋総統は大陸に近接する金門島にも，造林緑化の実行

を進めていると聞いた。その抱負の偉大なる，意気の軒

昂たるに感銘を深くした。このほか総統は大学実験林を

はじめ，林業地その他に承ずから植林指導の跡をのこし

ている。台湾の緑化，蓬莱島一佳麗なる楽園の再来も決

して夢ではないであろう。

3．天然林資源の保続

台湾におけるタイワンヒノキ・ベニヒの天然巨樹林

は，東洋の貴重資源というよりも，世界的の財宝であ

る。またこの森林は固有樹種のもつ成立の安定度はもと

よりだが，他面治山的見地からも，観光開発上からも，

その価値は非常に高く評価されねばならぬものである。

これらの貴重樹種からなる老大巨樹林は，成長が止ま

っているとか，遅いなどという理由詮つけ，これを伐り

’出して大きな収入をあげる。そしてあとに人エ造林ずる

ことだけが，近代林業の行きかたであるかのどと〈，宣

伝するならば，これには大きな疑問符をつけなければな

らない。

なんとなれば，人工造林もとより結織であるが，天与

の老大巨臓林の成長を増進させながら，よりよい林に導

き，一方その更新を碓保しながら収穫を保続する道のあ

ることを忘却してはならないからである。かくして森林

を永遠に国家の経済，文化，産業その他多方面に寄与せ

しむるのが，林業家のとるべき最善の策と考えるからで

ある。

この道は，単に人工造林一点張りでゆくよりも，はる

かに次元の高い複雑な技術を要するが，森林の安定性の

高いことは前者と比較にならない。永年にわたり，風雨

にさらされて山間に生活する森林にとって，この安定性

はきわめて重要な存立条件である。

もしこの道を回避して，やすきにつき，一時の甘汁を

夢承るならば，その林業の前途には，必ず危険と貧困が

潜むことを覚悟しなければならないであろう。私は林業

関係者の一人として，このような無理解な伐採に対して

は，労せずして得た恵み多き資源を冒涜するかのよう

な，痛ましい感情を抑えることができない。

台湾省議会および政府におかれても，すでにこの点を

問題としてとりあげ，巨樹林の保続について考慮を払わ

れている由を聞いた。まことに敬服にたえない。顧承て

私は，この取り扱いかたの源をなした，日本統治時代の

森林計画方式が前世紀の型にはまり，考慰の足りないと

ころがなかったかを懸念するものである。なぜならば，

日本においても固有の天然美林について，今日これと同

じような反省に迫られていると私は思っているからであ

る。いな，すでに反省の時期を通りすぎたものもあるよ

うである。

ここに遺憾の意を表するとともに希望したいのは，台

湾独自の見地に立って，すみやかに森林計画案の再吟味

を行なう'ことであると思う。

4．琉球列島

鹿児島の南端と台湾の北部を結ぶ孤状列島のうち，台

湾寄りの60余りの島から成っているのが琉球列島であ

る。

31年前の昔，昭和11年5月，西表島の調査隊に加わっ

て，私ばはじめて沖繩県に出張したが，もちろん今日の

事情とは全く一変している。終戦後第二次訪台の帰途那

綱空港で，友人たちから現地事情をきいて別れてきたの

も数えると，今度は第3回目になる。がこのたびも沖繩

本島に滞在したのは24時間であるから，詳しい近況は，

なにもわからないというのが事実である。

幸いに琉球は林業協会大山保表会長や日本政府および

琉球政府その他民間のおもなる方禽から親しくお話を承

わり，また現地の一部を見せていただくことができたの

で，感じたままを申上げたい。

ここはいうまでもなく，第二次世界大戦の末期におい
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互いに助け励ましながら，おもむろに新規復興の計画を

たて，本土復帰への実行準備を進めるべきであろう。

われわれは，沖繩本島の南端，紺碧の大洋に臨む丘に

立った。ここは牛島軍令官と参謀長が自匁した跡に建て

られた，黎明の塔のもとである。

追いつめられた同胞の軍・官・民・男女学徒が大集団

となって，空・海・陸からおそいかかる雨あられの銃砲

火・爆弾に，歯を喰いしばってどよめいた，地獄さなが

らのありさまが，目を蔽わしめるようだ。

ここにたおれた数万の血汐で青草を真紅に染めた丘野

には，いま四十数基の慰霊塔が清らかにならび立ち，八

重の波路を渡って，詣で来る遺族の香華は今も絶え間な

い。太いためいきにI1IIIき，とめどない涙がゆがんだ頬を

つたうだけである。

私はこの日，16時半沖繩空港と別れ，19時半東京に着

き，感慨深い13日間のこの旅を終えた。

おわりに

台湾と琉球の林業の主要部は亜熱帯・媛帯・温帯の中

に含まれる。次で熱帯・寒帯の地域であるが，熱帯地域

は農牧業の対象として多く利用され，寒帯のきびしい環

境とともに森林としての利用度は制限される。日本の場

合と共通の林業地域幅の中にある。

このような地域にあるわれわれは，自国の中に偏居す

ることなく，共通の広場に集まり，広い襟度で有無相通

ずる助け合いをするのは，当然の道であろうと思う。ま

た琉球では，前述の通り別の意味でも，これを要求する

場面に直面している。

ここでは，林業一般のことはもとよりだが，特に①造

林および利用技術の研究・練磨②映画による林業技術の

推拡・交換③航空写真の撮影およびこれが利用の研究。

推進④観光事業開発への協力などは，直ちにあげらるべ

き刻下の問題であろう。私は幸いに今回台湾および琉球

が，これについて関心の深いことを知って，非常に心強

く思ってきた。

ここにこの核心となる台・琉・日の協力体制が確立し

たならば，やがては四囲の各国に呼びかける機会が来る

であろうと思う。この東南林業の提携が実現する日の速

かならんことをこいねがうものである。

本旅行中台湾では，沈林務局長から派せられた潜昭乾

技正が終始懇切な案内の労をとられ，林務局長をはじめ

各関係官署および民業の多くの方点から，絡別のご厚遇

とご協力をいただいた。琉球では，大山林業協会長はじ

め官民多数の方湾から，な義なみならぬご温情とお世話

を賜わった。末筆ながら記して，心から厚い感謝を関係

の皆様に捧げる次第である。

て，日本軍が最後まで頑張った激戦地である。沖繩県民

は挙げて軍と協力し，祖国の盾となって，ベストをつく

した。結果は莫大な戦牲者を出したうえ，ついに日本国

は惨敗したという，語るも涙の哀史を留めている。

終戦ののち，島民は引続いて米国の施政下におかれ，

本土とのつながりを絶たれたほか，ぞくぞくとできる米

軍基地建設のために，いいようのない苦しい生活をつづ

けて22年を経た。

とくにベトナム戦争が始まってからの辛惨は，心身と

もに疲れ切ったという有様である。日本敗戦のことはあ

きらめもつくが，われわれ90万島民だけが，何故かくも

象じめな生活をしながら，外国のために汗を絞ってあと

押しをしなければならないのか。戦争しているのはいっ

たいどこの国なのか。これでも本土の人たちはだまって

いるのか。といいたい位だという住民の感情は，各方面

の報道の通りで，よくわかる。

今日沖繩で輝かしいのは，遊び場のネオン・サインが

畳をあざむくばかり，秋空に向かって氾濫していること

だけである。施政権返還，本土復帰，基地問題の早期解

決は当然すぎる要求である。本土全民も恋起しなければ

ならない。

早くこんな騒ぎが昔物語りになってくれればいいと思

う。このような国民生活のなかで，職極的に磯林業を推

拡せよなどといったところで,無理な話しにちがいない。

しかし家屋敷はつぶされ，土地は取られ，どん底の生

活に窮するなかでも，琉球大学には林学科が設置されて

おり，琉球政府農林局に属する農林部の下には，林務課

がおかれてある。林業試験場（定員14名）も名護に本場

（経営・造林の二研究室）をおき，営林署は沖縄本島の

北部・南部の両署と八重山署があるが，事業は林力の比

較的多い北部と八重山に重点があるらしい。目下マツク

イムシの発生に対し苦心しておられる。林務関係職員は

約170名である。

このような機関によって管理されている林野は，琉球

列島総面積23万haの約56%13万11aで，このうち国有

林は29％，公私有林は71％ということである。

今後民生の安定を図るに必要なことは，まず産業と経

済の復興であるが，これに寄与する林業の役割りは食住

の安定をうるための基礎づくりに重点があると思う。そ

のための準備は林業に関する試験研究と林野現状の精密

なる実体調査でなければならない。この際旧憤にとらわ

れずやりなおしが肝要だ。これがためにも，また林業発

展全体のためにも，琉球では本土との連繋，台湾との結

びつきを特に緊密にしなけばぱならないであろうと"，大

山会長と語り合った。前途に洋奇たる希望をたたえて，

一
・
一

一_邑竺
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マレーシアにおける

新しい製炭

ベ

(ゴムと熔鉱炉用炭） 平賀久生

〔元帝国製鉄K.K.]

シンガ舘一ル

マレーシアは

鉄鉱石の生産に

恵まれた国であ

るだけに1957年

（昭和32年）独

立以来国家基幹

産業としての鉄

鉱生産を熱望し

ていたわけですが，1960年頃から在馬邦人を通じてマレ

ー財界，政界の一部と八幡製鉄との間に電気使用による

製鉄計画が検討されるに至りました。ところが当初予定

された電源開発が意外に遅延することが判明するに及び

石炭の産出を見ないマレーシアとしては当然製鉄用燃料

が問題として浮かび上がって来ました。その後いろいろ

討議の結果，日本において長年木炭製鉄の歴史を有する

帝国製鉄とも協議の末，マレーシアの豊富な木材資源を

もって木炭銑を吹製する案が提出され，1962年小生他2

名が初の調査員としてマレーシアの土を踏染ました。

この際の調査対象の主眼は印度に次ぎ世界第2の育成

と称されていたBAKAU(海岸付近の海水中に生える

胎生種の自然樹，マングローブの一種）であったのです

が現地調査の結果,炭材としては理想的な樹種であるが，

(1)その有効資源鐙が意外に少なくさらに年を減少し

蕊
でこれまた一応断念しました。その結果，最陵に残酷盛
るものとしてゴム構に眼を転じた次第です。．

ゴムはご承知と思いますが，幹に痕をつけるとそこか

らラテックス“状のゴム液）が流出しそれを集めて沈

澱させると生ゴムが採れます。その採取期間は樹齢5年

から30年位までとされそれ以上になると伐倒，更新する

のが通例で伐倒木は従来一部燃料として使用される他大

部分はその場で焼却するか長期間に腐敗させて自然肥料

としてわずかの役割を果たすに過ぎず，どちらかといえ

ば厄介視されていたものです。したがって(1)その入手は

容易であり,(2)ほとんどが平地の条耕植林(約6m間隔）

ですから伐採，搬出も至って便利であるのみならず，

(3)その膨大な量からしてそれが製炭原料として活用され

る意義の重大さにおいてきわめて適切なものということ

ができます。ただしゴム樹は(1)硬度が低く（ユーカリ程

度）(2)ラテックスを含め水分が高く（生木で60%)(3)さ

らにタッピング“り込承)部分(伐倒期においては地上

約2m)が異状に肥大している，等の不利はありますが

これらは辛抱しなくてはならないことでしょう。

マレーシアのゴムはもともとブラジル種のもので次,!『

と改良されながら増植により今日の盛況を見たものです

が初めてマレーを自動車旅行する者ははてしなく続くゴ

ム園の広大さにひとしく一驚します。その総面稜は120

万エーカー（約50万ha)と称せられ，この30分の1が

プキマクジャム製炭所の全景

－15－
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§ゴム材を山元または製炭所髄場で容量計算により業者

iから職入し震ず｡伽繍"識により上下し…トシ

畷讓驚議
良した現地式煉瓦製椀型窯170基の二方式を使用して

い童す。

その概略を述べれば，

横縦重さ築窯費

帝鉄式3．6×7.2×1.8m24万円

現地式（内径）7．5×5m28万円

炭材燃材出炭瞳回転日数月産

20トン0．6トン4トン10日12トン

50〃5．0"10"23"14"

二方式のいずれが優れているかは生産原価，耐用年数

等あらゆる面から長期にわたり検討し，その長所を集

め，短所を改め，将来においてこれを一つに集大成した

時こそマラヤワタの燃料対策が安定し，マレーシアの製

炭史_'二に輝やかしい一頁を加えることでしょう。

製品はすべて熔鉱炉用および焼結炉用としてプライ工

場に納入されるのですが，その規絡は(1)水分7鰯以下(2)

固定炭素82％以上（熔鉱炉用）で予定価格はトン当たり

7,800円（工場着）となっており今後かなりの努力を要

することでしょう。

従業員は国民性，言語，習慣の相違が支障になります

から事悩の許す限り請負制または出来高制にして，かｵ1，

らの能力を発揮させる方が有利です。個人的労働力は日

本人以上の者も多いようです。

マラヤワタの製炭所では管理職（部長級月給10～15万

円課長級4～7万円）事務職（月給2～4万円）幹部工

員（経験10年以上月給3～4万円）技能エ員（窯番他日

給6～800円）雑役（日給4～500円）が直接雇伽で1

カ所（月6001､ン設備）に平均25名，出炭充填，割木，

原木の椛内運搬等はすべて請負制（約30名）で実施して

おります。

ただこの際注意を要する点はマレーシアの人種問題で

す。大体に人種配分はマレー人45％,華僑40％，インド

人他15％となっており，合弁瓢業の場合政府から同様比

貯木場とゴム園（樹齢20年）

毎年伐倒されるものとしてこれを木炭に換算すると年約

70万トンの木炭ができることになりきわめて豊寓な廃物

利用資源ということができます。

もちろん地形その他によりかなりの制約を受け室すか

ら計算上の数字をそのまま期待することはできませんの

で，今回設立された日馬合弁マラヤワタ製鉄株式会社に

おいては第一期における年間5万トンの木炭需要に対し

エ場所在地のプライ（ベナン州）を中心とする約35マイ

ル半径の地域（ゴム圃面溌約30万エーカー）で炭材を充

足することにしています。この地域は南マレー，ジョホ

ール地区に次ぐゴムの密集地帯で，船稜薙の便もよいた

め日本のパルプメーカー数社も着目し，一時は混乱を生

じる兆もあったのでずが今夏以来マレーシア政府の行政

担置により，この地域からのゴム材の輸出は禁止され，

パルプ事業は南部地区に移りつつあります。

蕊
帝鉄式炭窯となるのが通

《
）

一
一
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現地式炭窯

率で採用を要求されます。

裸一貫から勤勉性をもって財を成しマレーシアの商エ

業界を牛耳っている華僑と，長年被占領民族として責任

観念に乏しく信仰（マレー人は民族宗教として全部が熱

烈な回教徒）と政府を頼りとする習性の抜け切れないマ

レー人の間が融和しないのは自然の成り行きで，当然職

場にもこの空気は反影します。その相互から「トワン

（旦那）はどちらが好きか」という質問をたびたび受け

ました。私はその都度「俺は別にして考えたことはな

い。マレーシア人が好きだ」と答えたものですがこの問

題は到底かれら自体では解決できないものかも知れませ

ん。われわれが引き揚げに際しても最大の不安はこの関

係でした。

次に紙面の許す範囲においてマレーの製炭現況に触れ

て見ましょう。

現地では炭材はすべてバカウを使う関係上，窯は海岸

のその密生地帯に造られ室す。したがって地盤は軟弱で

そのために3～4mのマングローブの杭数百本で基礎固

めをし'さらに土'砂を客土しその上に煉瓦で内径5～7

mの窯壁を1.7m韮直に職象重ね，それから上は直径を

しぼりつつ高さ5～6mの椀型に煉瓦を祇象上げます。

作業口が1つ，排煙孔が底部に4，その上に約1mの煙

道，後方上部に着火用輔鋤排煙孔が2，底は目地無し煉

瓦を敷き詰め排水はこの間際から地中に吸収される仕組

象になっています。付近の海岸や島から舟で選ばれ，皮

を剥いだ（皮はタンニン原料）バカウ(1.6m)材を下

に煉瓦屑を下駄にして立て込承，約50cm角の燃焼孔を

付して作業ロを煉瓦で塞ぎ，燃材を入れて点火します。

惹火工程と炭化工程の区切りは一定でなく，所によって

は燃焼炭化式に消火前まで燃旋を継続するものもあり，

この間に約20日を要します。その後消火冷却に15～20

日，大体40日で1回I脳を終わり10トン前後を出炭しま

←や釦卒,内七一一一P戸囿←q~

マラヤワタ製鉄の熔砿炉

す。バカウは自然と海水塩分を多量に含んでおり，炭化

抑制作用が働いていると思われますのでその影響がある

ことは察しられますが，何としても低温，緩炭化で消火

時の煙道ロ温度250｡C以下，木炭の平均固定炭素70%以

下という低炭化木炭を作っています。南方で木炭を使用

するのはそのほとんが油脂煮沸の料理用ですから炎を発

する抑発分の高いこうした木炭が求められるのは理解で

きますが，着火時間があまりにも長いため熱損失が多

く，燃材消費量がきわめて大きい“品の100%以上）

のでマラヤワタでは直ちに外部燃焼室を設け煙突を使用

して着火時間および燃材使用蛍を約3分の1に下げた訳

です。

マレー産木炭は大半をぺう州マタン地区，その他はケ

ダーおよびセランゴール州で生産され，月産3～4,000ト

ンで卸売価絡はトン1万2千円前後，隣接したタイ国領

カンタン，セツール地区からペナンに輸入された木炭と

ともに国内に一部を渡し，大部はシンガポール，ホンコ

ン方面に輸出されています。

いずれにしてもマレーシアの製炭技術には従来なんら

科学的検討が加えられておらず，百年来進歩の跡を見て

おりません。

資源に不自由なく，さらに需要面にも余裕のあるマレ

ーシアの製炭界を指導し向上させることができるとすれ

ば，これはきわめて有意義なことだといえるのではない

でしょうか。

－17－
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欧 米の林地肥培

－滞一米一同子一見一

川名明

〔東京股工大学教授〕

肥培の先進国日本

トロント大学のHaleyl>観在はブリティッシュコロ

ンビアに再び転勤している）が，カナダでも林地肥培が

注目されてきたことをのべている。カナダやアメリカは

日本が木材を買入れる対象として考えている所で，いく

らでも森林があるように思われるが，アメリカは後述の

ように木材輸入国であり，カナダも窮屈になっていくよ

うである。Haleyによれば，収稚地はだんだんと立地条

件の悪い方へ移っていって，当面は収穫技術の進歩で上

昇すぁコストを一時的にカバーしてはいるものの，将来

は森林の集約的栽培に席をゆずらなければならなくなる

であろうという。すでに東部の多くの場所にその徴候が

あらわれ，西部に波及しつつあるという。

8月3日のニューヨークタイムスに‘‘生長をよくする

ために森林に施肥する'’という報道があった。これは

ケミカルウイークの6月24日号にのったものを報じたも

のである。その内容はスウェーデンのSvenskaCellulo-

saAktiebolaget(SCA)の肥培を紹介し，アメリカ

でも木材需要が大きくなるので，いくつかの会社で肥培

をはじめたこと，さらに研究者はまだ，その経済性，肥

料の種類，施肥時期などについて考慮中であるが，将

来，肥料の大きな市場になるであろうという意味のこと

であった。日本はこの分野で世界の先端をいっているの

であるが，アメリカでは，この問題にかぎらず，日本を

無視していることが多く，ご多分にもれず，ここでも私

達の努力は完全に無視されている。

日本は研究投資が少ないといわれるが，アメリカへ来

る各分野の技術者，研究者を承てい為と，日本は2番走

者であることを痛感する。アメリカに雁行して，かなり

のスピードアップで近づいてはいるものの，先頭に立っ

て風をきっているのはアメリカである。中に少数の部門

で日本が先に立っているところもあるようであるが，林

地肥培はその一つであると思うのである。パイオニオア

は風を切らなければならない。多くの試行錯誤と努力が

払われているはずである。同じ，メカニズムになると日

本の方が安くよいものを生産する例が多いのも事実のよ

うである。林業の分野では伐木，運材などは2番走者で

あろうが,造林の分野でも,ケミカルゴントロールがそれ

に属しよう。ダウケミカルの巨大なスクリーニングシス

テムを承る機会を得たが，その感を深くした。しかし，

林地肥培は趣を異にしていぁ。日本林地肥培協会から肥

培功労者の表彰の記事が送られてきたが，これらの方々

のご努力と芝本・長谷川・田中・宮崎・柴田などの各先

生方の研究指導によってきり開かれた道である。すっか

り軌道にのった肥培協会をはじめ，林野庁や肥料会社の

普及態勢は世界に誇るに足るものである。しかし残念な

ことに，これはローカルな鎖国的なものになってし童っ

て，世界は私達に学ぼうとはしていないという感をまぬ

かれない。

この理由については，日本の多くの分野についていえ

ることであるが，一つは日本の文献を読むのがオックウ

なことである。他の一つは内外各国の抄録をつくってい

るいわゆる学者がよろこぶような発表形態がとられてい

ないものが多いことである。しかし有意義な研究を織込

んだ豊富な文献が出ていることは周知のとおりである。

この方面の日本の研究は少ないという人もあるが，私の

身辺をゑただけでも非常に多くの数にのぼっている。日

本は教育水準が高く，容易に各種のテストを展開してき

ているようである。アメリカに来て，日本で周知のこと

であるということが非常に多いのに気がつくのである。

ケミカルウイーク2)では，肥培をどう取扱っているか

のぞいてゑた。アメリカの木材生産は農務省のフォレス

トサービスの統計によると,1966年に12.3billionCu.ft.

であったが，紀元2000年には80識曽して20.8b.Cu.ft.

になるという。今は木林生産の'んが輸入に頼っている

が，将来はあ重り期待できないとしている。さらに森林

は漸次木材の質の低下もまぬがれないようである。一

方，木材の値段は1957-1959年の平均の価格に対して，

広葉秘術は25％，針葉樹材は10％の上昇を示している。

このようなことから約509ミリオンエーカーの生産可能

林をもっているアメリカも，林地肥培の必要性を感じだ

したようである。

アメリカ・カナダの林地肥培現況

ケミカルウィークによれば，林地肥培のパイオニアは

前記スエーデンのSCAである。この会社は4百万エー

カーの生産朴をもち，その20％の800,000エーカーを肥

培林として，それを'/sずつ,5年間隔で施肥をする罰.画
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今

だという。年閻150,000エーカー施肥するのに,15,000
トン(Nとして約100kg/ha)の尿素を使用していると

いう。その費用，年間200万ドルの内容は，尿素ポンド

当たり5.5‘で，（これには散布費0.9'/lbが含まれる）

飛行機を用いて散布を行なっている。

アメリカではまだ10,000エーカー以上施肥した会社は

ないという。アメリカの主諜樹種は北部太平洋岸のダグ

ラスファーおよびロブロリー（テーダ）マツ，スラッシ

ニマツのような南部のマツ類で，これらが1966年にアメ

リカの木凋生産の42影を占めている。ワシントン大学の

ゲッセルによれば，北西アメリカの肥培には200～300

lb/acreの窒素が必要だとしている。TVAのBengtson

によれば,南部では,エーカー当たり50～100ポンドの燐

と，100ポンドの窒素とを必要とする。またシラキュー

ス大学のLeafによれば，東北アメリカとくにニューヨ

ーク州のアジロンダックではカリの肥効が大きいとして

いる。

アメリカおよびカナダの林地肥轄の状況を承ると，最

も大規模なのは北太平洋岸で,PacificLoggingでは，

Comincoと協同で，カナダのブリティッシュコロンビア

において，1963年以来,800t(主として尿素）の肥料を

7,000エーカーのダグラスファーの中齢林に施肥してい

る。

CrownZellerbachは今年3,000エーカーを施肥した

のを加えて，合計6,000エーカーについて施肥してい

あ。ここでは，飛行機(PBY)およびヘリコプターを

用いて，200ポンド/エーカーの尿素散布が行なわれてい

るが，その費用は，30ドル/エーカーで，そのうち19ド

ルが肥料代である。同社の林業主任によれば，この5年

間に'/@の生長増加が承られるという。（オレゴン州・夕．

グラスファー）

Weyerhaeuserは今年1,400エーカーに施lluしたが，

来年は10,000エーカーに施肥する予定である。25～30年

の間に150,000エーカー/年の施肥にもっていく計画で

あるという。

次に南部では燐酸が主である。ここでは11のパルプ，

製紙会社が各社の造材地を使って，フロリダ大学と協同

で試験中である。BucleyeCelluloseでは3,000エーカー

の試験を試象ている。（フロリダ州｡スラッシュマツ）そ

の中には濃縮過燐酸をP205として901b/acre施して，エ

ーカー当たり，725ドルの飛行機および肥料代をかけ

て，投資の12影の生長増加が毎年得られたという例があ

げられている。フロリダ大学のPrifchettはNの含童れ

た肥料が必要になるとしている。

その他UnionCampは10年前から試験しているが(ス

ラッ､シュマヅ)，最近14=7-7の肥料を試みたという。

USPlywoodは1,000エーカーのコトンウッドに施肥

と石灰処理を行なっている。以上が同誌の報じているこ

とである。

私はアメリカの林地肥培はおくれている，まだ始まっ

たばかりであるといっているが，始めるとなると，人件

饗が樹いので，このように大規模になるのである。カナ

ダでは州で持っている林が多く，個人所有や，国有の林

が少ないのが特長だというが，オンタリオの例でも，今

年は800エーカーR二尿素をばらまいている。この場合，
人手でばらまくと，エーカー当たり10～20ドルかかる

が，飛行機によれば，6～8ドルですむという。今のとこ

ろ，アメリカよりさらに人手が足りないので，1､ロント

大学のArmsonによれば（口述）カナダでは飛行機散布

しか考えられないという。しかしかれも大きな施肥機に

よって，車で走りながら施肥する方法も開発する必要が

あることは認めていた。いずれにしても，カナダでもア

メリカでも始めるとなると大規模なので，踏切るまでに

ば各大学，試験場，企業体で調査研究して，経済問題に
ついても検討して発足したようである。面白いのはチェ

ーンソーを使って切っていた時代には，石数によって伐

木造材機が定まってくるが，大きな穣械で立木を伐り，

枝を落して玉切るとなると，人手の要し方が違ってきて

本数が大きくものをいうそうである。したがって，太ら

せて切ることを非常に期待している向きもあるようであ

る。このことについては，尾騰林業の松永氏からも手鋸

で切>る場合も平均木の大きさと本数がものをいうという

ことをうかがったことがある。

日本は15年前に発足したのであるが，-世界は小規模の

ものを除き，まさにこの2～3年に林地肥培に踏象きっ

たといってもよいようである。

スケールの大きい調査・研究

研究調査について気がついたことを2．3ふれて象よ

う。まず,西北部についてはGesselを中心とする研究3),

南部についてば，第9回林業シンポジウムが1960年ルイ

ジアナ大学でもたれ，南部森林における化学物質の使

岬〕という題がえらばれたこともあずかっていると思わ

れ為。

私ば常に林地肥培と材沫のケミカルコントロールとは

不可分で，境界もないという立場を主張しているが，

1960年のこのシンポジウムはその意味で興味がある。も

っとも専門家が違うので，中は3部門に分けて,Forest

Fertilization,UsingChemicalHerbicides,およびChe-

micalUseinForestProtectionになっていた。このシン
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ポジウムでシラキュウス大学のLeafが'"外国の林地肥

培の研究と応用”について論じているｲ〕。これによる

と，ヨーロッパは1876年にEbermayerがドイツで研究

を始め，石灰処理が肥培の中心､をなしていた。化学肥料

を林業に応用しだしたのはベルギーで，1900年頃から始

められたという。.さらにチェコスロバキアのNemecは

研究をまとめて，437ページの本を1950年に出している。

さらに北欧やイギリスでは,泥炭地の改良,肥培が研究さ

れ，オーストラリアでは，燐酸とともに亜鉛の必要性が

研究されているという。ここでも日本の様子の紹介がほ

とんどない。林地肥培についての文献目録5〕が1957年に

シラキュース大学でまとめられ，これを大谷が森林と肥

培に抄訳発表したと記憶する。そのつづきがBOtanical

Reviwに発表6)されたことは周知のとおりで，大谷がこ

れについて発表するような話があったので，あるいは私

の洲米中に印刷されているかもしれない。日本の研究に

ついては大阪営林局の抄錬)があり，一般の研究史につ

いても塘によって一部紹介されている｡8)9〕

世界の林地肥培は上述のような基礎的な集まりや研究

集録を背景にして，今年1967年になって花開いたといえ

るようである。大規模な各国のプラクティカルなうごき

に応じて，4月にフロリダ大学でTVAの後援で，林地

肥培のシンポジウムが開かれ，全米の林業肥料，および

森林土壌の学者と何人かの外国人（その中にはスウェー

デンのTammも含まれる）を交えた人とが集まった。さ

らにこの8月にはフィンランドで，国際カリ研究会主催

で，欧州の林地肥培のコロキュアムが開かれることにな

っている。前者には幸い，私が出席することができた

し，後者には，山梨林試の安藤場長，住友林業の飯田専

務が出席される由である。

私はフロリダの会に日本の林地肥培を話そうと申し込

んだが,時間的に間に合わなかったので,時間外にインフ

ォーマルな集まりを持ってもらって，硫安工業会のスラ

イド3巻を英訳上映して,併せて,簡単に日本の肥培状況

を紹介した。また安藤場長は山梨の肥培を通じて，日本

の事悩を発表されるようで，その内容はすでに出席者に

配られていたので,Leafに借りて読ませていただいた。

フィンランドの様子はいずれ報告があるものと楽し承

にしているが，フロリダも正式参加者だけでも211人と

いう盛会であった。シンポジウムは4月18，19，20日の

3日間行なわれ，21日には野外見学として，南部の土の

説明と,TVAの肥培試験地の見学とを行なった。5泊

の学者達との滞在はいささか経済的に痛かったが，この

長い間，熱心に発表討議する研究者層の厚さにはおどろ

きもし，錨しくもなった。アメリカには各州に土壌分類

の教授がいて，州の土壌図の研究をしているが，多くの

州で,林学科あるいは土壊学科に森林土壌関係の教授が

いて，これらの人盈を補佐しているのが普通だという。

この点日本の林学に土壌関係，肥料関係の講座がないこ

とは将来弱味になろう。この会で，1人1人の発表を聞

いていると，必ずしも肥培が有利だから実行せよと性急

にいうことにはならないで，有利なデーターを出す人で

も，かなりひかえめな結論のような気がした。ただ，各

試験が規模が大きかったり，組象合わせが多かったり，

Leafの栄養診断のように各国から写真を集めたり,(林

試本場の塘氏，茨城林試の伊藤氏の写真もおあずかりし

てLeafにお貸しした）アメリカらしいスケールの大き

さがしばしば感じられ，この研究分野の将来の発展を想

像させるに足りたようである。個盈の例では，毬果がN

施肥で増すとか，クリスマスツリーによいとか，材質が

疑問だとか，肥効が思わしくないだとか，的をいていな

い一般論化もないではなかったが，これらの総体とし

て，もり上げられた雰囲気は，ヨーロッパの集会を含め

て，今後の林地肥培の力強い推進力になるであろう。

TVAの試験地もまだ始めたばかりで，これからのと

ころであるが，大きな平坦地に有刺鉄線のフニンスを囲

らし，その中を碁盤の目のように切って，施肥，瀧水，

枯殺剤を組承合わせて実験していた。そこをトレーラー

トラックに分乗して，砂煙をあげて走っては止め，走っ

ては止めてゑてあるくのであるから，その雄大な規模は

4月というのに炎天の暑さがこたえたこととともに忘れ

られない思い出になった。ここ北フロリダは，一般に砂

土で（ジョージアからノースキャロライナの1部にまで

つづいてる)，肥料の効果がよく示されていたことも，

参加者によい印象を与えたと考えられる。日本の試験を

ふりかえって，私達催いろいろの困難を克服して，何と

涙く．ましい，つつましいものであったかと苦笑を禁じ得

なかった。

一
）

一
一

単肥施用が主流

アメリカでは前記のように，北西部で窒素，南部で燐

酸(窒素)，東北部で加里と単肥の実行例が多い。ニュ

ヨークでも私はK施肥によって，林のKサイクルが大き

くなったときは,N,Pも必要なはずであると主張する

のであるが，こちらの人は鋳成しない。もちろん，日本

と土壌，気候が異なり，樹種が異なるのは承知している

が，三要素施肥の安全性と有効性とは，その比率は異な

るとしても十分考えられるからである。アメリカやカナ

ダの学者達はおそらく樹種の進いによるものであろう

か，寒さの害をそのおそれなしとしている。もっとも，
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雪の中をある林地へ訪れた際春雪でベタヅグので，雪
害はどうかと聞くと，ないという。林に入ってみると，

間伐をほとんどしないので，あちこちに倒伏が黙られ
た。これはどうだというとjこれは不用の木であるとい

う。このような大ざっぱな経営なので,N単肥で被害ま
ったくなしというのもたしかなことはわからない。私は
将来，伐採がすすゑ，施肥が大規模になると，必ず3要
素のバランスの研究へすすむものと考える。その証拠に
畑ではバランスドファーティライザーがしばしば用いら
れているのである。その点日本についても，ワシントン

州のようにNで足りさせれば足りたわけであるから，芝
本教授の見通しの偉大さに，今更ながら敬服している。

アメリカでも，先のフロリダ・のN－P複合説やUnion

Campのコンパウンドファーティライザーがあり，ま

た，複合肥料を4つの針穴のあいたプラスチックの小袋
に入れた,､CRooiContactPaket''にミシガンのWhite

一派が興床をもっている'1>など，その方向へ向かう気運

はあるかもしれない。

アメリカ自体，林地肥培の道を慎重に歩きだしたばか

りであり，日本に対する認識もいかにも低いので，私は

大陸各地をドライヴして，大学や試験場を見歩く一方，

各地でディスカスした。またいくつかの大学では緋演を

して日本の林地肥培の現状を紹介した。今迄には，前記

のフロリダのほか，ジョージア大学，デューク大学，ノ

ースキャロライナ大学およびシラキュース大学で日本の

壮齢林肥培について，ミシガン大学，ワシントン大学で

幼齢林肥培について識減した。その他，ヴィスコンシン

大学，カナダのI､ロント大学も訪問討議した。さらにこ

の10月にはテキサス大学，カリフォルニア大学をまわっ

て帰国するつもりである。

日本も，つい数年前までは林迦巴培の瓶堕は茨の道で

あった。芝本，田中，柴田はじめ勇気のある先生方が，

その先見の明と努力でここ童でひっぱってこられたと考

えられる。先日もブラジルの留学生と雑談していて感じ

たのであるが，もうひと頑張り願って，海外へも普及し

ていただきたいと思われる。

アメリカでもホワイトー派のように，間伐木をクリス

マストリーにするとか，ブラックウォルナットのような

貴重材から始めるとかして，小規模林業の肥培を推進さ

せている人もあり，ジョージアの試験場のように，切株

に施肥して，1～2年でシュートを収種してパルプにす

る研究をしている人もある。こういう考え方は日本と似

ているような気がするが，アメリカの大資源の中では，

ローカルなものでしかない。

研究陣の拡充

一これからの日本に必要なこと－、

では日本の林地肥培の応用研究はいまのままでよいで

あろうか。日本の工業化がすす詮，スエーデンやアメリ

カと大差ない労働環境になりづつあるのではないだろう
か。コンストラクションも無限である。アメリカは今で

も非常に多くの道路やビルディングを建設中である。日

本の工業化，建設の歩みも無限であろう。ちょうど農業
における立場と同じであって，かれら蟹源国の粗放から

集約への転換をよくみて，こちらの集約林業の知恵と技
術とを生かしながら粗放化する技術の案出が必要である
と思われる。

私は数年前に本誌の座談会で，植栽の簡略化について

発言したことがあった。日本にはむかしからジカザシ林
業があったし，マツの天然更新や鉢付苗植があったので

ある。スギの一年生造林や，欧州やアメリカのまねをし

たポット植栽も試承られている。今やわれわれは機械と

薬品とを造林事業にとり入れることができるようになっ
た。どんな形がよいかは樹種，立地，土壌によって異な
るはずであるが，簡易で，しかも根系発達のよい植栽方

法と，それにあった苗づくりとが研究されなければなら
ない。

第2に日本ではパルプ会社が，本格的に肥培にとり組
むに至っていない。これは，パルプ会社経営陣の造林事

業に対する姿勢にもよるが，日本の肥培のコスト高も一
因である。アメリカやスエーデンの大会社は単肥を飛行
檬か，トラクタで施している。日本のような傾斜地に，
しかも幼齢林にコス1．の低い肥培をもちこむには，薬品
による雑草の管理と各種施肥方法，とくに燐酸吸収の大

きい土への燐酸の含まれた肥料の簡易な施肥方法とが，
当面研究されなければならない。さらに諸外国のように

施肥人工数が少なくてすみ，収穫京での期間の少ない壮

齢林肥培からとりつくのも一案ではないだろうか。

第3には，日本は国有林がやっと今年から壮齢林肥培
にふ承きったのであるが，欧米の肥培は壮齢林から始ま

っている。この場合，大量に施肥することと，表面散布

が主とな為と考えられるので,成分比の研究が大切であ

る。ニューヨークではカリを施肥して，その肥効が20年

もつづいていることが私達の研究で明らかになった。そ

れに対して，施肥した窒素は消失がはやく,'”施肥効果

も数年で消失するという者もいる。日本も当然スエーデ
ンのSCAのようにひんぱんな施肥もでてくるはずなの

で，この間の事情をさらにひろくしらべる必要がある。

最後に第4として，私自身の反省でもあるが，林地肥
培が必要なことは日本経済，世界木材界にとってあきら
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かであり，芝本教授などの研究および産業としての推進

によってすでに世界にさきがけて出発しきっている。日

本人は頭がよいので，各地で一斉に自主的テストが行な

われた。したがって私達はこの間をとびまわって，“な

ぜ，どうして，いつ”と山穣鍬した問題にとりくんでき

たのである。このようにして求められた理論体系自体決

して誤まってはいないと思う。しかし，塘9>もいってい

るように，何としても日本は基礎的研究が少ない。私達

は忙しい，アメリカでは私達が10数年前にやったような

試験をさた高い精度でくりかえしている。研究者が多い

のである。また前記のTVAのBengtsonの実験にかぎ

らず，ワシントン大学のGescelやシラキュース大学の

Leafのライシメーターにしても，大規模な試験地に実験

が展開されている。しかも，どの研究室も高価な稜械が

そろっていて，多くの分析をはやく実行でき，多くのデ

ーターをコンピューターにかけ解析している。上述のよ

うに欧州各国はこの2～3年に大規模な林地肥培にふぷ

きった。この経済的事情をバックにして，このシステム

で研究すれば，私達をたちどころに追い越すかもしれな

い。また他分野のように，アメリカに瓜をきってもらっ

てその真似をして安易にすすむことにもなりかねない。

今までは別の道を歩いてきたのであるが，私達も学ぶべ

きは学び，伝えるべきは伝えて，しかも，日本の土と主

要林木とに対する基礎的な知識をひろげながら，林地肥

培の発展にすすむ必要があろう。何とかして日本なりの

規模にしても研究室の人と設備との確保がのぞましい。

林地肥瑚協会も今年10週年の記念行蛎をした。これを一

つの節にしてさらに次のすばらしい林業へ貢献してもら
いたいものである。

アメリカに一年いて今年は材地肥培躍進の年であると
感じている次第である。
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内陸防風林

樫山徳治

〔林業試験場・防災部〕

強い風を防いで微気候を局地的に改善する働きをする

帯状の森林が防風林である。防風林は，設けられる姻或

によって，内陸防風林と海岸防風林に分けられる。ここ

では，海岸防風林の内陸側に，続いて設けられる防風林

も，内陸防風林にふくめることにする。

内陸防風林には，討馳の風食や股作物の風害・乾燥害

の防止，収量の増加などを目的とする耕地防風林，果樹

園・牧場・家屋・鉄道・道路などをまもる防風林，苗畑

・造林地を保護する防風林などがある。そのほかに，1

～3列植えの防風樹列や高さの低いいけ垣なども含まれ

る。これらのうちで，代表とされている耕地防風林につ

いて，望ましい姿とその効用を紹介し，あわせて，林業

用の山地の防風林にも，簡単にふれることにしよう。

も強風に耐える抵抗力を持たせるため，植栽にあたって

密植は避けなければならない。また，常に機能を発揮し

て効果を中断しない状態を維持するには，更新する時も

かなりの成林帯を残す必要があるので，更新のための余

地を，林帯の幅に加えなければならない。

注意深く椛成すれば，狭い林帯で，同じ密度の広い林

帯と同等の機能をもたせることができるわけであるが，

以上の点から，防風林の幅ば極端には狭くできないこと

になる。結局,30m前後(20～40m程度）を，林帯の幅

の一般的な基準とするのが妥当とされている。

防風林は，その地区でもっとも害の多い風向に，直角

の向きに設けるのを原則とする。強風がその他の方向か

らも吹く場合には，この林帯に直角に交わるものを付け

加えて，林帯を網の目の形に配冠する。林滞と林帯の間

隔は，前者の場合は予想される最終樹高の20倍前後，後

者ではそれよりも広くとるのが普通である。しかし，耕

地防風林は，土地利用の経済性からゑて，林地の面積の

合計が総面積の10％程度以内になるように配置するの

が，一般に有利とされている。この点と，近年の磯械営

農方式の便宜とから，幹線となる赫滞を比較的広い間隔

に配憧し，その間に補助的な防風樹列。防風垣などを設

ける場合も多くなっている。

防風林の間伐は，早くから少しづつ回数を多く行なっ

て，閉鎖が過密にならないように注意する。林縁部の枝

一

1．耕地防風林

1）構成

防風林は，正面から見て，枝・葉・幹が林の全面の60

影前後をおおっていて，しかも，すき間がかたまらずに

全面にわたって細かく分散している状態にある場合に，

その働きがもっとも大きいとされている。この60影前後

を防風林の最適密度という。樹木と植栽間隔の点からす

れば，臓薗密度は林帯の幅と使用する樹種の枝張り習性

と植栽密度によって実現されることになる。

林帯の幅については，樹高の5倍以上になると林の作

用が低下するとされている。林滞

の縦断面型では，両側面が垂直の

一

一

乏冒ター‘-.------ﾐー もー

型の方が，側面の傾斜している型
A

よりも風の速度の減り方も減る範→
囲も大きいようである。樹種とし

ては，樹商が高くなり，樹冠の発

達がよく，枝葉密度が高く，耐風

力の強いものが適している。落葉B

樹よりも常緑樹の方がよく，後者＝伊

の中では寿命の長い点で針葉樹が〆

まさっている。個為の林木の耐風

力を強めると同時に，林分として図1
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適度な密度の林帯(A)と過糖な林帯(B)風の流れ(hは樹溺）
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防風林がらの蕊離〈澱撒の拷灘）
図－2防風林の密度と風速減少作用の関係

打ちは行なわない。このように保育しても，同齢林型の

林帯では，枝下がすいてくるので，下木や溌木の導入に

よって’防風機能の低下を防ぐことが必要である。更新

には，林帯を走向に平行な細い帯状に区分し，害風にた

いして風下側の林縁帯状地から,順次更改してゆく。

保育や更新にあたって，伐採木の経済的な活用も十分

に考え，防風林からも多少でも収益をあげる経営法をと

るのが望ましい。

2）機能

防風林の作用の及ぶ範囲は，樹高に比例して鋼すと考

えでよい。そのため’樹高を距離の単位にして，樹高の

倍数で作用の範囲を表わすのが一般である。

適度の密度をもつ防風林に風があたると，図一，のよ

うに，風の一部は林のすき間を通りぬけ，大部分は林の

上を越えてゆく。この場合には，林は風の障害物として

よりも，むしろ’漉過器のように作用するので，地表近

くの風の速度を減じ，地面に働く風の力が和らげられ

る。林帯の縛度が密に過ぎると，風下側に大きな風のう
詞

ずができ為ため，風ド林縁の直後では風速が大きく減る

が，その後の風速の回復がはやく，風速の減る範囲が狭

い。反対に，疎な林帯は，風下側でも風速の減り方が少

なく’風速の減る範囲も広くない。上屑が密で下層が非

常にすいているものは，風下の遠い所で風速がいちばん

減るが，全体的に風速の減り方が少ない。適度に密な林

帯は，風速の減り方がかなり大きく，しかも減る範囲が

広い。これらの各林帯が風速を減少させる状況を平均的

に揃いたのが図－2で，林に影響されない風速を,00と

して，地上1.5m付近の風速を比率で示してある。

藩蕊した広葉樹林帯による風速の減少は，減り方も減

る範囲も’潜葉の時よりはるかに少なくなる（図－2)。

林帯の切れ目では，風が集まって風速がかえって大き

くなり（図－3)，また，風下側の風速の変動が大きく

《
》'防恥kの風上0尾“ぱ綴･齢)，風遮〆"β蕗

図－3防風林の切れ目（間隔9m)での風

速の増加例

なって，農作物などにかえって悪い影響を与える。した

がって，切れ目をくの字型に曲げるか，風下部の方へ林

帯を付け加えるかしなければならない。

防風林によって風速が減ることは，風によって地面近

くから上層の空気へ運ばれる熱の量を少なくするので，

林の付近では気温が高くなる。その範囲は，風上側で約

3h(hは柵高)まで，風下側では約'20hの距離までであ

る。気温がもっとも上がるのは風下5h付近で，崎天の

日中に大きく表われるが，最大で2～3.C程度であゐ。

夜間にも，日中ほどではないがこの作用が表われる。

防風林は風を弱めて，地面から奪われる熱を少なくす

ることによって，地温を高める。この作用は，風上側で

はほとんど認められないが，風下側では10hぐらいまで

表われ，3～:4hまでが比較的著しい。しかし，林縁から

1h前後の範囲で日かげになる所は，地温がかえって低

くなる。

地面からの水分の蒸発にたいして，防風林は正負両方

に作用する。林による気温。地温の上昇.は蒸発を促進

し，風速の低下は蒸発を減少させる。普通の気象状態で

は，後の作用の方が蒸発に大きく影響するので，差し引

きすると，蒸発量が減って土壌水分の損失が少なくな

る。その範囲は，林の風上側で3～5hまで，風下側で

は20h以上に及んでいる（図-4)。また，林による風

速の低下は，地ふぶきを吹き送る風の力を弱めるので，

林帯の付近では職雪の鑓が増すので，春さきの乾燥期の

土壌水分が増加する。ただし，この場合に限って，林帯

の下屑が疎に近い方が雪の積もり方が好都合になる（図

－4)。

地面に作用する風の力を弱ある防風林の働きは，土壌

〔
戸
一
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水分を保持する作用も加わって，耕地の土壊の飛散を広

い範囲にわたって防止する。

3）効果

防風林の機能は風下30h前後の距離まで及ぶが，林の

効果がはっきり表われる範囲は，それよりも狭い。農作

物にたいする効果範囲としては，風速が半減する区域や

80％以~ドになる範囲な･どが，一応の目安にされている。

しかし，被害が起こり始める風速ば，作物の種類によっ

て，また，同じ作物でも生育の段階によって，それぞれ

違っている。たとえば，本州｡四国・九州の水稲や麦は

おもに茎や穂の動揺の害で7～8m/秒の，北海道の水稲

ではおもに冷風の害で4～5m/秒の風が，被害を発生し

始める限界とされていあ。したがって，林の効果範囲

は，害風の性質と保謹作物の耐風性によって決めるのが

本当であるが，その方面の調査資料は現在のところでは

あまり多くない。このため，各地の実際の防風林による

効果の表われ方から，風下20h前後の距離まで（風速を

風
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鯵
〃

～
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〃鬼 z‘兄 soえ

鯵
讃菅の承さ

一一一つー一旦一一一一一一～－－－．－－－－－－．－－－－1－．－1－．－－－11 1

0 ‘だ 20鬼 30尾

図－4防風林付近の蒸発趾と職雪hは樹高）

およそ20影程度以上減らす範囲）を，防風林の効果範囲

とするのが通則になっている。

防風林は，農作物・果柵などの風による機械的な損傷

や生理的な生育阻害を防いで，生産量や品質を向上させ

る。また，拶馳からの土壌や肥料分の飛散を防いで，地

力の低下を押える。乾燥する地方では，土壌水分を保持

する効果が大きく，作物の収逓が大幅に増加する。一般

的にいって，防風林による農作物の収量の増加は，効果

脆囲内の平均で10～20筋程度になり，時には50形に及ぶ

ことさえある。以下でば，効果の具体例をあげよう。

北海道空知郡幌向村の水田で，幅18mの洲をへだ

て，風上側ヤナギ樹勘約4m・風下側ヤチダモ棚高約

45mで構成された2列林と，水稲の収鐘との関係を調

べた結果は，表－1のとおりである。林による増収は風

下約'18hの距離に及び，平均増収率瞳19影であった。ま

た，空知郡栗沢村の樹濁11moI"7mのカラマツと櫛高

4.5m・幅3.6mのトウヒからなる林帯による水稲の収量

の増加状況は，表－2のようであった。

表－1防風林からの距離と水稲の収量(01ha当たり）
一一一

防風林からの礎離(m)|2141
－－

1s1601721s@'21241361:!sl

裳訓縛蔦の鰭|’篭織艤難iモミの俵数
玄米の俵数『韮職I
表－2防風林による水稲の墹収

防風林からの距離(m)|1[335511102201330
樹高の倍数131511020130
玄米収避の比(0.1ha当たり)1119115111211031001100

北海道石狩郡新篠津村では，樹高5.5m・幅約54mの

ポプラ林によって，アズキの増収効果が表一3のように

表われた。

表－3防風林によるアズキ収瞳の増加

防風林からの距離防風林の保護区撫保

(桝満の倍数)]12115110120130護区
器1篭鼻諾801''5112513011201120111010｡
青森県上北郡七戸町の奥羽種誘牧場では，遠く明治40

年代に，カラマツ・スギ・アカマツなどの幹線防風林が

植栽され，その後も林帯の整怖がつづけられた。そのた

め，飼料作物への増産効果が表われ，明治40年代と昭和

初年代との収量を比較すると，表一4のようになる。こ

の間には，作物の品種や耕作法の改良の効果も大きかっ

たであろうが，林がなければ風食で耕作が困難な土地で

あるだけに，林の効果も童た明らかに認められよう。

表－4飼料作物への増収効果(0.1ha当たり）
一一

竹 物｜牧草|ﾗﾝバ|大豆|占雰|ﾆﾝジﾝ
明治40～44年
平均収撤(kg)
昭和7～11年
平均収蝿(kg)

増収鰍(％）

2520109‘688.0

494.4165.6185.8

965111．1

103.6

367.2

254

1,008.0

1,371.6

36

栃木県那須郡狩野村にあった福島種畜牧場那須分場の

防風林は，主林木アカマツの柵高16m・幅29m,下木に

平均樹高5mのヒノキと広葉樹をもち，牧草（オーチャ

ード）の収量に図－5のような効果を示した。

大分県東国東郡地方が台風の来鯉をうけた時に，海岸

地域の防風林を良（樹高約26m・幅25m前後・主林木ク

ロマツ・下木トベラなど）・中（樹高約24m・幅19m前

後・主林木クロマツ・下木トベラなど）。不良（樹高約

20m・幅7m内外・クロマツ単純林）にわけて，水稲に

たいする効果を調査した結果は豪－5のとおりである。

防風林は，季節風などの常風の害を防ぐのを主目的に

－25－
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上げ風の場合は，反対に狭くなる。後者の場合の状

況は，表－6の程度と考えてよいようである。ま

た，傾斜地では，林帯が寒冷な空気の流れをせき止

めて滞留させ，植栽木などの寒さの害をかえって助

長する場合もあるので，地形に注意して林帯を配置

する必要がある。

奥地林の開発の進展につれて，造林地が気象条件

のきびしい高海抜の地域に広がってゆくので，常風

害など更新上の危険性の高い地区では，防風林の設

定を考えることが必要であろう。この問題にたいす

る調査資料はきわめて少ないが，現在のところで

は，次のようなあり方がよいと考えられている。

地形の変化の多い地域の山地防風林は，おもな尾根筋

に設けるものとし，林帯の幅は，帯状更新ができるよう

に広く(40m雁度以上）し，なるべくは，この*{端だけ

で経済的に経憐できる程度の面讃をと為のが望ましい。

小さい尾根や広い斜面には，風あたりの強い所に限って

設け，隣接する造林地の収穫の時に，その1膳の雑を同時

に伐採して更新してゆくようにする。

孤立した山の山すそなどで，地形の変化の少ない地域

では，尾根のような形の高めの地区に，傾斜に沿って設

ける。この場合は，幅を十分に広く(100m程度以上）

とり，更新をかれて，この林分だけで経営できるように

することが重要である。

山地防風林は，平地の場合のように網状に設けること

が一般に困難であるから，防風作用も万全ではなく，そ

れ自身の暴風にたいする耐風性にも限界があることに留

意して，大地形など大局的な見地から重要な場所に設け

るのがよい。局地的に細かく設ける場合には，設置する

目的をばっきりと限定し，一般の防風林の効用を傾斜地

の場合に引きなおして，目的にかなった形に造成するこ

とがとくに必要である。

成林地の林木を保残して設けた林帯は，環境が急に変

わるため柚損しやすく，また，風害や病虫害をうけやす

い。林木が老齢の場合はとくに危険である。したがっ

て，これを正常の状態の防風林と考えないで，設定が終

わったならば，すぐに更新の検討を始めることが大切で

ある。
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赫箭風下への蕊雛(fは溌蔚）

図－5防風林による牧箪の收鐙瑚加

(HFF20hの收壁を100%とした）

表－5モミの脱落防止効果
ー－一

一

防風林

モミの脱
落粒数
(1m2当
たり）

苫
粒数の
均粒数
比

して設けるものであるから，台風のような特に強い繋風

の時には，林自身が破壊されることもある◎注意して保

育されている壮齢の林帯ならば，よく暴風に耐えて風下

側を保談するが，この場合の効果範囲は，林縁から7～

8haまでの狭い範囲に限られるのが一般である。

防風林の逆効果としては，洲乍面積の減少，日かげが

できるための作物の減収，林木の根の静馳への侵入など

があげられる。これらの害は，日かげには牧草など耐陰

性のものを植え，林縁には通路を設け，または職を掘る

などの方法によって，ほとんど防ぐことができる。結

局，風の強い地方では，防風林による農作物の増収鐘

は，常に損失量を俄って，なお余りがあることになる。

3925641，121
1．62．44．7

237
]~､0

一
口

2．山地の防風林

一般に保護樹帯とよぱれあ澗滞は，隣接する林分の気

象害｡病虫害｡火災害などを防ぐ．ために設けられていあ。

これらのうちで，気象害の防止を目的とするものが，林

業用の防風林と見なされる。その機能と効果は，一般の

防風林と同じであるが，傾斜地に設けられるため，効果

の及ぶ範囲は平地の場合と違ってくる。吹きおろし風の

時は，平地の場合よりも保談する範囲が広くなり，吹き

表－6土地の傾斜と効果範囲（吹き上げ風の場合）
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効果範囲の比|］

30135140
珂珂面

01§ l(）

一

－26－



p….■〃｡

霧淋生態研究ノートから
八

四手井綱英；
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〔京都大学農学部教授〕：,、
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スギ各林分の現存壁(ton/ha)と生長率11．森林の生長

林学でいう林木の生長はその定義が菫ちまちで，どれ

をさしているかはっきりわからない。このことは多くの

測樹や経理の本をよんで承るとわかるであろう。強いて

いえば，ある期間の林木の増分粒中特に幹材の増分量を

いっているようである。だから，その期間中人為的に間

伐されると，増分量は間伐の強さによってどのようにも

変わり，間伐堂を生長量に加えている場合もあり，その

期間を間伐直後からと考えて間伐量を加えていない場合

もあってはっきりしない．

生態学では人為的間伐などを一応考えから外して，あ

る期間の葉による同化で作られた物質の総量を総生産と

いっている。この総生産から，その期間中の葉や枝，

幹，根などの各器官からの呼吸戯を差し引いたものを純

生産といい，さらにその期間中の各器官の枯死髄を引い

たものが》生長であるとしている。

林業では，葉，枝，根の生長は実用上は一応問題にせ

ず，幹だけの生長であるから，幹の林分生長は一定期間

ごとの幹現存鍵調査の差としておけばよいようである。

ただ間伐は自然枯死ではないから，どうとりあつかって

良いかは，はっきり定義できないであろう。しかし施業

林ではどうしても間伐をするから，枯死木と同様にあっ

てはどうであろうか。

単水の幹材生長は枯死を考えなくても良いから，ある

期間の前後の材績差として，すなわちその期間の幹の増

分量として樹幹解析から求めればよいことになる。

さて，一林分を構成している現存する単木の幹の生長

量(この場合は重量での連年生長型)をしらべてみると，

各単木の生長は現在の幹の大きさ，すなわち幹重量に大

よそ正比例して大きくなっている。

いい換えると，一株分内の各単木の生長率は各単木の

大きさに無関係に一定であると承なせる場合が人工，天

然林を通じてはなはだ多い。その生長率は一つの林分で

はおよそ一定とみなせるが，林分がことなるともちろん

変わってくる。天然林では，林齢や地形や土壊や方位な

どで，別の林分になると，生長率は変化する。

人工林ではこれらの条件の外に取扱いすなわち主に立

－
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木密度の違いでも変わってくる。しかし，やや同一条件

をもっていると象なしうる一林分では，ほとんどの場合

生長率は一定となってしまい，この関係は全く簡単な式

であらわされることにな為。

単木の幹の年重勉生長堂を△zOsとし，幹重量を20s

とすると，その関係式は△z’s＝γ･W$になる。

よく考えると，生長型と幹量とがこんな簡単な関係に

なるのはち主っとおかしい。1林分内で被圧木も優勢木

も同じ生長率であるとは考えられない。実際にはおそら

く，この関係は全くの近似で，1林分内にある最も貧弱

な被圧木で催生長率はうんと小さく，最も優勢な木では

生長率がもっと大きいのかもしれない。それともそうい

－27－
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った貧弱な木や，優勢木はめったに実存しないので，現

実には出て来ないのかもれない。

いずれにしても現実には1,林分内の各個体の生長率は

やや一定しているとしてよいようである。

そうすると，林分生長を求めるには，林分内からでき

るだけ小数の測定木を伐り，その木の樹幹解析を行な

って，各生長率を求め，平均生長率を算出すればよいこ

とになる。そしてさらに林分現存量がわかると，林分生

長鼠は求められる。

ここには重量生長について記したが，幹の含水率を一

定とすれば，この関係式は材積生長でも同じように使え
るはずである。

実際に求めた生長率の例をあげると，京大芦窪演習林

のブナ天然林壮齢林では1.3影，林分韓材稜生長でha当

たり5.3m3であった。この林分の幹蓄積ば419m3,本数

は約800本仏aである。

吉野の間伐実験林で10年生で3,300本/haのスギ林では

幹蓄職が124m3,生長率20影で25m3の隼生長が求めら

れた。

また重避で求めた，各地のスギ泳分の例をあげると前

ページの表のようになる。

この調査は材野庁の侭項でやったもので，くわしい報

告は別に日材秘から出ているからそれを参照されたい。

一
）

秩父の天狗焼

秩父神社は延喜式神明帳に載っている古い神社で，

夜祭りは寛文年間には亡められたといわれて論り，そ

の起こりは男神である武甲山頂の蔵王大椛現と，女神

の秩父神社の妙見菩薩が，年に1度この夜逢うとの言

い伝えからだ。天狗焼はその先導（前夜祭）として行
なわれる。

この行事は，秩父徹から流れる荒川沿いの村左に伝

わる山の祭で，子供が中心で旧暦の霜月15日に行なっ

ていたが，いまは12月3日の秩父神社例祭の先導とし

て天狗を勧請するための祭となった。秩父には山の

神，農耕の神，絹織物の取引が盛んだったため商業の
神があり，それぞれに祭がある。

天狗焼は山の祭で，この日は炭焼，木樵，杣，木挽

などすべて山人は仕事を休象，赤飯を炊いて山神に供

え，どんな用事があってもその日はいっさい山へはい

かない習わしがある。

そして子供たちは朝から小屋に集まり，当屋（とう

や）という祭当番の家で作った赤飯，煮しめ，牡丹餅

などで1日中歓をつくし，夜になると，外に出て小屋

をとりかこ象，年長の子が長い青竹のさきに麦わらを

くくり，火をつけて、燃すぞウ燃すぞウ、と呼びな

がら火を投げ，天狗の腰掛に火をつける。こうして天

狗さまは山の災難や，ほかもろもろの災難を煙ととも

に遠くへ運んでくれるというのだ。気ぜわしい年の暮

に，いとも楽しい行事ではないか。

‐

ー

〔縮筑話翰雲蕊轤蜑諜蔀:〕

〔山の生活〕 一
宇▼

毎
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第三の害獣

ムササビの話

鹿児島県の内之滅といえば，わが国の宇宙ロケットの

基地として，いまではあまりにも有名である。ここにあ

る内之浦営林署の寮には，1匹のムササビが飼われてい

て，寮母さんと大の仲よしで，おばさんの肩に乗ったり

して人気の的になっている。このムササピ，幼いとき管

内で署員に拾われてきて，おばさんに育てあげられただ

けに，もう山に逃げて行くことなど忘れ，夜になるとお

ばさんの布団に潜り込むほどなれているという。

九州の南部を旅行すると，ムササピを飼っている

ひとによく出会うものである。わたくしも鹿児島県

で営林署の運聴手さんが飼っている幼獣を見せても

らったことがある。このムササピも，飼い主の肩に

乗って遊んでいた。この地方には，ムササピがたく

さんいる。このために造林木に大きな被害をあたえ

ているが，おそらく，このまま放撞したら，ノウサ

ギ，野ネズミについでの大害獣になるだろう，と考

えられるのである。いまでは，この被害が四国から

本州の中部，さらに東北地方まで，スギやヒノキ，

ときにはマツやカバまで食い荒しているのである。

その食害も派手で，30～50年生のスギなど，その上

部3分の1ぐらいのところを，1～2mにわたって

樹皮をはいでし寵う。このため上長生長はとまり，それ

以下は腐朽するから，食われたらすぐ伐採しなければな

らない。

かつて，東京都八王子市にある多摩御陵で，お水屋の

そばにあるマツの葉が食われ，から坊主にされてしまっ

たことがあった。さっそく，わたくしの考案したワナを

仕かけて2匹を捕えたが，すでにこのときは救いようも

ないほど食われてしまっていた。この動物は季節によっ

て食べ物が変わるのが著しい。春から夏にかけては，藩

、

芽などを食べ，秋にば樹木の種子や，木の実を主食とし

ているから食うには困らない。冬になると針葉樹の葉や

樹皮を食べる。それも1本や2本ならまだしも，宮崎県

下の国有林でば,約30haの造林地が1本なしにやられ，

ついに皆伐のやむなきに至ったのであるから容易ならぬ

被害である。また，妖肥スギの産地でも，この被害は大

きく，被害木はすぐ伐採するから，造林地は1､ラ刈り

か，じゃりっぱげのようになっていて見苦しい。とにか

く，照った害獣がふえてきたものである。

ムササビは醤（けっ）歯目リス科の動物であるから，

リスに近いわけである。リスの前足と，後足のあいだに

皮膜があると思えばよい，大きさは小ネコぐらいで，尾

ほふさふさとしている。歩くのはうまくないが，樹木を

よじ登るには鋭い爪（つめ）をもっているし，前後の足

を思いきり延嫌せば，その間の皮膜は翼の働きをするか

ら，高いところから滑空することができる。50～100m,

ときには200m近くも飛ぶことができるので，鳥のよう

なものである。このためバンドリ（晩鳥）とよぶ地方も

ある。宮崎･鹿児島両県下では，モマとよんでいる。ど

ういう意味かわからないが，いかにも南国らしい呼び名

である。オカツギ(尾担ぎ)とよぶ地方もある。これは，

からだにくらべて大きく太い立派な尾が背中に達してい

るので，あたかも尾を担っているかのように見えるから

である。

この動物は，もちろん夜行性である。昼間は樹木のう

ろに休んでいることが多い。九州の南部では，谷のがけ

にある穴にすんでいて，夜になると滑空してスギ林にく

るので駆除はなかなかむずかしいのである。人家にす象

ついている場合もある。わらぷき屋根の農家などよくそ

の対象になる。かつて，日光のご用邸にす承ついたもの

がいて，よなよな女官室の天井裏でなにか動く音がする
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ピ，九州のものはキュウシュウムササピと名がつけられ

ている。これらのムササピを北から南への順にならべて

ゑると，南にいるものほど小さくなるが，毛色は反対に

濃くなる。したがって，九州にいるものは小さくて，毛

色味暗黒色に近いから，毛皮としての価値はほとんどな

いといってよい。毛皮としては東北地方のものだけが利

用される。ムササピの毛皮は，皮庸がうすく絹布のよう

であるから，毛皮としてはよくない。わずかに，こども

のえり巻きにするく．らいである。

さて，台湾では古くからタイワンリスによる造林地の

食害がはなはだしい。それが，いまではさらに激化して

困りきっている。台湾政府では，台湾大学に命じて駆除

の研究を行なわせているが，材学者だけでなく，諏鐵学

者なども動員している。最近の情報によると，タイワン

リスが被害の主役ではあ為が，ムササピも一役かってい

るらしいことがわかってきた。どうやら，九州の南部と

同じような被害を起こしているらしい。リスとムササピ

は，もちろん兄弟ぶんの関係にあるわけであるが，しば

しばその食害を起こす主審にまちがえられることがあ

る。静岡県の天竜市といえば，天竜川ぞいにあるシイタ

ケの生産地である。ここのほだ場で，いままでにない被

害がおきた。よく調べて象ると，リスがほだ木を食べる

らしい，ということがわかった。そこで，リス退治とい

うことになったが，現地を調べてみるとリスもいるが，

食害の主役はムササビであることがあきらかになった。

ところが，所有者たちはリスだといい張るので，ムササ

ビの仕わざだと説明しても，なかなか納得してくれない

のである。それもそのはずで，リスは畳行性であるか

ら，ひと目につきやすいが，ムササピは夕方から明け方

に活動するのだから，この地方のひとはそんな動物がい

ることすら知らないのである。そのひとたちにムササピ

の害であることを説明し，わかってもらう童でにはかな

りの時間が必要であった。しかたがないから，最後にス

リラー小説で真犯人がほかにいる話をしてきかせたら，

ようやく納得し･てくれた。この捜害地で，もっとも激し

い食害をうけたのは，前年に日本一のほだ場として農林

大臣から表彰されたひとのものであったのは皮肉なこと

である。まさに，「ムササピは知っていた」というスリ

ラー小説になりそうである。実際かれらは菌糸のよくま

わった，できのよいほだ木を食い荒らすのである。

ので，調べて熟たらムササビであることがわかった。ま

た，ある古い旅館にとまった新婚さんが，夜中に天井を

象し恐しと歩く音がするので，まんじりもできなかっ

た，という笑い話もある。これもムササピの仕わざであ

る。ところが，ムササピを売りものにしている旅館もあ

る。静岡県は佐久間ダムの近く，天竜川ぞいのこの旅館

のまわりは，ムササピの多いところで，その鳴き声を存

分にきくことができるのである。まさに商魂たくましい

話である。

むかし，近術天皇（1141～5迦）のとき，源頼政がよな

よな紫震（しん）殿の屋根にあらわれて天皇を悩ます怪

献を退治したのは有名な話である。この怪獣は一般にヌ

エとよばれるI､ラツグミという鳥になっているが，じっ

さいには「その声，ヌエの如し」とあって，けっしてヌ

エそのものではない。そうすれば，この怪獣はムササビ

と考えるのが妥当なようである。ムササピの鳴き声はギ

ア，ギアと，いかにも怪獣らしい不気味さがある。おそ

らく，トラツグミも夜間に鳴くし，ムササピも同じ時刻

に活動するから誤り伝えられたのであろう。まえに述べ

たように，日光のご用邸にす詮ついた例もあるから，そ

のころの宮殿にいたとしても不思議ではない。そして，

夜になると紫震殿の屋根であやしげな声で鳴いたのも想

像にかたくない。

東北地方の伐採小屋などでは暗くなって野天風呂に入

っていると，急に背後から飛びつかれることがあって，

びっくりす為そうである。これは，例の滑空をしている

うちに，適当なとまり場がなくて，風呂に入って月でも

ながめているひとを枯れた大木と見誤ってのことである

らしい。こどもの古い遊びに，「モマ遊び」というのが

ある。これは鬼になったこどもが背後から飛びつくもの

で，ムササピの習陛をよくあらわしている。なお，モマ

とは，さきに述べたように九州南部の方言であるが，こ

の地方ではアオバトのことをマオとよんでいる。このハ

トの鳴き声も不吉なものとされているから，モマの意味

は不明であるが，やはり魔性の動物ということなのであ

ろう。

ムササビは世界的な分布をしているが，東洋にはとく

に種類が多い。台湾など2種類もすんでいる。わが国に

は1種類であるが，5地方変種にわけられている。すな

わち，東北地方にいるものをオウシウ喫州)ムササピと

よび，もっとも大きく，毛色が淡い。その南部から本州

の中部にかけては，ニッコウ（日光）ムササピである。

前者よりやや小さく，毛色がやや濃いので区別される。

さらに，その南部にあたる近畿地方から中国地方にかけ

てはワカヤマムササピ，また四国のものほほトサムササ
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穀会員の広場

琉球の防災林

鈴木丙馬

〔宇都宮大学，農学部〕

まえがき

琉球列島は亜熱椛気候に属していて，大小6Oあまりの

島だからなっているので，東南アジア季節風地帯として

秋から冬にかけてはNEの季節風が約半年も吹きつづけ

る。そして春から初夏にかけて雨期がおとずれるが，夏

至南風（カーチーベー）の吹き出しとともに雨期があけ

るとその後約4カ月間は夏季のSEの季節風が卓越す

る。この期間はまた台風季節でもあって，その風速は30

~40m/secに達し，時には85m/sec(1966.コラ台風）に

も及ぶ。そしてこの台風は数日も吹きっづくことも珍し

くない。とくに宮古島は台風銀座といわれ年を7～10回

の台風におそわれる。（1963：10回，1964：7回）

このような自然潔境の下にある琉球列島では防潮林と

防風林との防災林林業が必然の帰趨として発達する運命

にあるわけである。したがって琉球の磯村林業もまたこ

の防潮林と防風林が主体をなすことになる。そして季節

風と台風とにそなえる防災林としては当然防潮林の整備

を先決とし，これに股地防風林を配することになる。し

かし地積が少ないので理想的な防潮林や耕地防風林を整

“

沖縄本島中部：渡口に新たに設腫された防波堤を組み合わせた
防潮林b排水瀞の後方にも幅広い防潮林を設定して職寸林業の
経営も計画すべきである。

#'？露悪

＃

沖純本島中部：西原に新たに設定されたモクマオウとアダンの

防棚林。これはさらに計画的に幅も柵種，林型も整鮒する要が
あろう。

傭することには無理が生ずるであろう。そこで並木林帯

や水防林帯，部落林叢，屋倣林，墓地林叢，あるいは稜

線防風林帯などをフルに組み合わせたり，活用したりし

てこの不備を補うことが余義なくされるであろう。また
●

台風の常襲地帯であるから可能なかぎり防潮林も防風林

もI隅を広く，その林型も台風防風林として強健に造成す

る必要がある。このような悩象を解決するためには国土

政策としてまず土地利用区分を先きに策定して，艇畜工

業などの産業計画や学園，公圃，緑地帯などをこの区分

に応じて設計することになろう。幸いなことには平坦地

が多く，しかも土地や気候に恵まれているので，雌林，

牧畜には比較的小面積でも築約経営によって所期の生産

が期待しうるという利点がある。本年3月から約1カ月

の琉球帯在中にえた防災林に対する所見とその造成に関

する私見を披露して大方の参考に供したい。

1.防潮林の林型について

(1)用地幅のせまいところ

防波堤を設けて防潮林滞のI隅を節約する。

北中城村の渡口のように計画することが望ましい。す

なわち防波堤の築設と同時にその背面に幅広の防潮材滞

を造成する。防潮堤の直後にはアダン，テリハポク，フ

クギ，オオハマポウ，ハスノハギリなどで潮水に浸って

も生育に耐えうを樹林帯を造成し，さらに幅3～5m,

深さ1～2mの排水路を設け，防波堤をのり越えた海水

をためるようにする。しかし第一先駆樹種としてはアダ

ンとモクマオウ（グラウカか細枝種がよい）を植えて，

台風に破られてもその萠芽を利用して初期の防潮林の造

成とその効果とを発揮させることにつとめる。そして排

水路の内方には許すかぎり幅広に防潮林帯を造成する。
この柵種も初期はモクマオウを先駆樹として仕立て，同

,－－-31－－雲
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蛎秘

第1図幅のせまい防潮林幣の型

時にこれにその場所の適樹で，しかも防潮効果のある，で幅3～5mに植え込承，防潮林帯の強度を補強すると

さらに股村林業として経済的利用をも期し得られるものともに，林滞の日陰や根張りによる耕地の損害を最小限

を選定して混植し，防潮，防風の防災効果を十分発揮さ度にとどめ，さらに枝葉を緑肥原や飼料原にあてるとと

せるとともに，農村林業としての経済経営にも供しうるもに，環境美化をも工夫することが望ましい。

ように工夫すべきであろう。したがって，オオハマボまた防波堤は10年目に1度襲われる程度の台風でも越

ウ，アカギ，フクギ，イスノキ，ハマヒサカキ，ハスノえないように一部総上げした形を工夫することも経費節

ハギリ，リウキウマツ，イヌマキ，シヤリンバイ，リウ減の経済性の点からぜひ必要であろう。

キウガキ，．ときにはガジマル，デイゴ，ヒメツバキ，ブ

ッソウゲ，クワ，ダンチク，ソテツ，％ウゼツランなど（2）用地にゆとりのあるところ

も混植することもあろう。そしてその外端部には丈の低海岸線がゆるい砂浜となっているところや荒廃地化し

いギンネム，ブッソウゲ，ヒガンザクラ，相思樹，クロているところなどには少なくとも幅100mを計画し，さ

｝ソ，ヒメツバキ，ソテツ，ヘゴ，クロツブなどを選んらにゆとりがあれば200m幅位を計画して股村林業とし
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第2図幅100～200mの防潮林帯の型

郎E

@A

S

鐘路 E

第3図広い農村耕地の防風林帯網の模式図
A:埜幹防風林B:副防風林帯C:防風垣
p:並木林林帯その他（水防林帯や屋敷林，生擁）
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沖繩本島北部：今帰仁村親泊の防潮林，アダンとモクマオウ。
これもさらに計画的に雌鮒する要があろう。

て総合的に経済経営をも企図することが望ましい。この

場合海浜砂地であれば，まず前砂丘を固定し，これをア

ダンや海浜草類で表而を被覆してその安定を図り，その

強健な林型の防潮林帯を造成し，さらに耕地境には前述

のように背後に5m内外の幅で低い付属林帯を設ける。

また幅が100～200mの防潮林帯の場合はそれが耕地防

風1糊＃も兼ねることが多いであろう。またこのように幅

広の防潮材滞は道路鏡となることも多いであろうから，

その場合は防潮林の外側部は並木林帯ともなることがあ

ろう。このような場合には樹種も花の美しい，葉のきれ

いなプッソウゲ，クロトン，デイゴなどをとり入れるこ

とも忘れてはならないことであろう。さらにまた，環境

美化や経済経営も兼ねるようにリウキウマツやモクマオ

ウ（刈り込象）なども考えてよいであろう。

Ⅱ、耕地防風林について

(1)ひろい平野部

サトウキビ，野菜，水田，パイン畑，あるいは牧場，

果樹園などをかかえた広い平野部では防潮林や並木林帯

を利用して，これに新たに基鮮防風林締を計画する。こ

の基幹防風林補は夏のSEの季節風の防風効果を主眼と

して設計することになるが，秋から冬にかけてのNEの

季節風の防風効果も期さなければならないので，完成基

幹防風林帯の高さを10m程度とすれば,300～500mごと

にNE-SWの方向に計画すればよかろう。その幅は台

風に対する防風林の安全性や更新，ああいは磯村林業と

しての経営利用なども計画に入れて樹種や林型を選定

し，少なくとも10m以上の幅をもたせるべきであろう。

そしてまた所によって風向の変化もあろうし，さらに冬

期季節風にもそなえるために，これに副防風林帯をNW

-SEの方向（基幹防風林帯に対して直角）に，幅5m

以上のものを計画して網目状に防風林帯網を設定す．るこ

とが理想であろう。そしてさらにこの中に1列あるいは

2列の低い1～2m高さの防風垣を設けて防風林の効果

を十分に果たさせることが望ましい｡､この防風垣はギン

ネム，相思樹，フクギ，テリハボク，ときにはソテツ，

アダン，クロトン，プツソウゲなどを利用することもあ

ろう。また屋敷生垣や水防林などを活用して防風林Wを

節約したり，また切れ目を袖足するなどの工夫もまた実

地の設計にあたっては忘れてはなるまい。なお玄た稜線

は幅広に伐り残し，あるいは新たに補植して基幹防風林
帯として整備することを忘れてはならないであろう。

(2)せまい耕地

山岳や丘稜にかこまれた比岐的せまい耕地では海岸線

は防潮林や並木林帯を，あるいは水防林を防風林滞とし

沖繩本島北部：久志村汀間部落のフクギの屋撰林，よく手入さ
れている。

て兼用し，これに部落林披や屋敷林や屋敷生無をも活用

して耕地防風林としての防風効果を期待できるように整

備し，その不足部だけに防風林帯を設計し，内部の防風

垣は広い地区の場合(1)と同様に計画すればよいであろ

う。

新たに防風林帯を造成するに峨第一次樹種としてはモ

クマオウがあげられるだろう。この場合フクギ，テリハ

ポク，イスノキなども同時に直播あるいは新植混播して

おき，さらに外側部には1～2列にギンネム，あるいは

相思樹なども植えてその補強と利用とを目途とすること

も望ましい。また用地にゆとりがあるときは農村林業の

総合経営を考慮に入れた柵種の混交や林型の工夫を計画

することが望ましく，さらに稜線部や基地付近などには

リウキウマツ，イヌマキ，アカギ，モクマオウなどを混

植することもその永続化のために必要であろう。

－．33－

、



森林の状況，林道事業,造林事業，立つものとなろう。

伐採の状況，素材生産，薪炭生産，図表をたくさんあげて解説してい

特殊林産物の生産，製材工場，外材るが，わかりにくい図而もあり，こ

輪（移）入，保安林，治山事業，森の点にもう少し工夫がほしかった。

林被害とその防除，鳥獣保謹，試験これらのなかには，かえって数表の

研究および普及，林業機械化，森林ままあげておいてくれた方が便利で

組合の活動，林業構造改善事業，林はなかったかとも考えられる。しか

業労働，自然公園，都道府県有林おし，このようなことはさ細な点で，

よび造林(林業)公社，林務行政，林膨大な資料をこのようにてぎわよく

業の展望に分けてのべ，終わりに有とり茨とあられたのは，林野庁計画

名林業地，とくに最近注目されてき課，経済企画庁計画局の関係者，都

た新しい林業地もとりあげている。道府県の森林計画担当者たちの労作

有名林業地は，きまって昔ながらのによるものである。

技術をほめたたえた図書が多かった本書は，常に身近かに置いて，必

が，ここでは，最近における林業を要の都度，利用するという辞典的な

めぐる経済情勢の変化にどう対応し役目も果たすことができよう。でき

て伝統ある技術を生かしているか，れば，5年ごとぐらいに改訂して，

当面する問題点など，新しい視点か新しい統計なり動きをとり入れるよ

ら解説している。このことは従来のうにされれば便利な図醤として広く

費料では知りえなかったことであり活用できよう。

最近の林業の方向を理解する上で役（林野庁研究普及課坂本博）
111,けり$職iIMｳ‘91ｩ000'1M‘bIMj6則VfBD,GOOO8ID0h,01剛,､0G.1,008｡.10I1IOPOo01･‘U'0,0..01.,1.D8o0IIO410r8"J1‘0,.11蝉11明IOpD･ohjか，りゅ11'4ｩ.〃01,0Dror･UDC‘1ｨ0〃IOUqtDO9h,IQ‘蛇､14410.AIj4IIOｻD400UlOOh4IBOModl可1‘OIOOIMj両､･･1

下記の本についてのお問い合わせは，当協会へ

古脅はとかく売切れになりやすいので，ご注文は前金でなしに，お申し込承に
対し在庫の有無，送料をご返聯いたしますから，それによってご送金下さい。

の鰡富～
γ////ノノノ ﾉﾉ/ノノノノ／

都道府県別林業総覧

地域林業研究会編（42年5月）

B5413ページ．3,800円〒120円

地球出版発行（東京都港区赤坂

4－3－5）

急に，ある都道府県の林業の現状

を知りたいと思う場合が起ころう。

あるいは，過疎，地域格差など林業

を地域問題としてその特性を知りた

いというようなときに，本書はきわ

めて便利な図書ということができよ

う。

本諜の第1部では，林業を地域問

題としてとらえ，地域間対比を行な

うことによって，それぞれの地域に

おける特色や発展の程度，動向を明

らかにする方法がとられている。こ

のことは，第2部の都道府県別の林

業の位臘づけを明確にするためにも

役立っている。ここで用いている地

域区分は，経済審議会地域部会が採

用している13の地域の分け方であ

る。

とりあげている項目ば，地域林業

の概観,林産物の生産,森林の利用，

私有林の経営，林業労働，木材の需

給に分け,13地域の対比によって，

その現状と動向を要領よくまとめて

いる。こみi､によって，林業経済の地

域的特性というものを知ることがで

きる。なお，賓料のとらえ方が単に

現状分析に終らないで,動態的に染

ていることが特色であろう。

第2部は，46都道府県のそれぞれ

について，産業の概況，土地利用，

《
一

古書 コーナー
タ

’書名

林価算法又林業較利学

森林経理学
有用竹と筍

水害防備林

改訂森林利用学

樹木根廻運搬並移殖法

樹木大図説

応用樹木学一造園樹木一
日本森林の性格

林産製造学

治水・殖林本源論
北海道の主要針葉樹の施肥

著者

右田・植村

植村恒三郎

上田弘一郎
〃

上村勝爾

上原敬二
〃

〃

〃

宇野昌一

字野圓三郎

内田丈夫

A5313頁明441,000円

A5679頁大17800円

A5314頁昭381,300円

A5178頁昭301,000円

A5三冊(上中下)昭302,000円

A5379頁昭22,900円

A5索引共4冊昭3624,000円

B5上・下6,800円

A5378頁昭191,000円

A5680頁昭103,6001円

A5119頁明371,000円

B517頁昭28300円

《
一

買いたい本，売りたい本（古播）の紹介をこの欄で取扱うことにいたし

ます。

売りたい方：書名，編著者名，希望売価(送料込象)，住所，氏名を，
買いたい方：その書名，編著者名，出版元，住所，氏名を

編集室あてお知らせ下さい。

ただし，売買はご本人同志直接していただくことにいたします。
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降水日数showerしゅう雨性降水aqueous(water)vapOur水蒸気

flooddischarge,highwaterdis-airhoar樹霜hydrology水文学

charge高水流瞳softrime樹氷hydrOmeteorology水文気象学

precipitation降水量dendroclimatology樹木気候学squallスコール

snowfau降雪vernalequinox春分steppeclimaleステップ気候

highlandclimate商地気候microclimate"(小）気候bioclimz'te生気侯

minimumtemperature最低気温evaporation蒸発bioclimatology生気候学

maximumtemperature最高気温evapotranspiration蒸発散biOsphere生物圏

optimumtemperature瞬薗温度potentialevapotranspiration蒸発physiologicalclimatology生理気

optimumclimate最適気候 散 位候学

SaWmnaCifmateサバンナ気候vegetationperiod植物(成長)期間WorldMeteorologicalOraganiza-

groundsurfacetemperature地面phytoclimate;planttion(WMO)世界気象儀関

温度clrmate植物気候accumulated(cumulafive)tempera-

hoarfrost霜plantphenology植物季節学ture積算温度
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町

一

都
会
人
と
林
業

過
日
在
日
ア
メ
リ
カ
人
の
子
弟
教
育
に
あ
た
る
ア
メ
リ
カ
ン
。
ス
ク
ー
ル
の
日
本
人
教
師

が
、
ア
メ
リ
カ
人
学
童
を
対
象
に
、
「
日
本
林
業
の
あ
ら
ま
し
」
を
勉
強
さ
せ
た
い
が
、
何

か
わ
か
り
や
す
い
参
考
図
書
は
な
い
か
と
釆
庁
さ
れ
た
。
農
林
省
内
に
日
本
林
政
を
担
当
す

る
役
所
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
林
野
庁
と
い
う
林
業
の
独
立
し
た
組
織
体

が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
教
師
に
対
し
「
林
業
と
は
…
．
：
」
と
質

問
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
回
答
が
さ
れ
た
の
で
償
問
を
打
ち
切
っ
た
。、
、
、
、

林
業
と
一
般
国
民
特
に
都
会
人
と
の
間
に
思
い
の
ほ
か
理
解
さ
れ
て
お
ら
な
い
ヘ
ダ
タ
リ

の
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
林
業
が
一
般
国
民
と
密
着
し
て
い
る
点
は
、
木
材
を
原
料
と
し

た
木
製
品
、
パ
ル
プ
、
建
築
材
や
、
最
近
急
激
に
関
心
の
た
か
ま
っ
た
保
健
休
養
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
関
連
し
た
知
識
位
の
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
林
業
技
術
者
に
と
っ
て
も
っ
と

も
大
切
な
育
成
面
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
無
関
心
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
林
業
技
術
、

特
に
育
林
部
門
の
技
術
に
つ
い
て
は
、
林
業
関
係
者
に
と
っ
て
は
特
に
関
心
が
払
わ
れ
、
い
、
、

ま
ま
で
幾
多
の
成
果
を
残
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
部
門
に
つ
い
て
は
一
般
大
衆
と
の
ヘ
ダ

、
、
タ
リ
が
多
い
点
に
つ
い
て
、
特
に
林
業
関
係
者
と
し
て
反
省
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

林
業
技
術
の
開
発
発
展
が
、
わ
れ
わ
れ
日
常
生
活
と
密
着
し
て
い
な
い
原
因
の
一
端
は
、

林
業
そ
の
も
の
の
も
つ
性
格
に
も
よ
る
が
林
業
技
術
者
の
平
素
の
Ｐ
Ｒ
不
足
も
そ
の
一
因
と

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

最
近
毎
年
繰
返
え
さ
れ
て
い
る
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
原
因
の
大
部
分
が
、
水
源
地
森

林
の
過
伐
、
乱
伐
が
そ
の
最
た
る
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
り
、
絶
対
的
林
地
で
あ
る

べ
き
と
こ
ろ
が
開
墾
地
、
放
牧
地
に
娠
換
さ
れ
た
り
、
都
会
地
に
お
い
て
は
大
気
を
浄
化
す

べ
き
役
割
り
の
森
林
が
追
放
さ
れ
て
住
宅
団
地
化
し
て
い
る
こ
と
等
ほ
ん
の
一
例
に
す
ぎ
な

い
。
こ
れ
ら
の
諸
現
象
は
、
国
土
の
せ
ま
い
日
本
の
宿
命
か
も
知
れ
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は

平
素
の
与
え
ら
れ
た
仕
事
の
承
の
追
求
に
と
ど
ま
り
、
分
野
以
外
の
仕
事
の
Ｐ
Ｒ
を
お
ろ
そ

か
に
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
最
近
森
林
の
重
要
性
が
一
般
的
に
認
識
さ
れ
、
新

聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
こ
と
は
良
い
傾
向
で
あ
る
。

た
と
え
ば
新
空
港
の
騒
音
防
止
の
た
め
の
防
音
林
の
設
慨
、
明
治
百
年
記
念
の
一
環
と
し

て
の
大
森
林
公
園
の
建
設
、
公
害
防
止
の
た
め
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
等
都
会
人
と
森

林
の
結
び
つ
き
が
深
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ま
だ
災
害
の
根
源
が
森
林
の
取
扱
い
い
か

ん
に
転
嫁
さ
れ
た
り
、
木
は
植
え
た
ら
育
つ
と
い
う
、
甘
い
考
え
方
が
一
般
国
民
大
衆
の
心

を
支
配
し
て
い
る
傾
向
が
つ
よ
い
。

、
、
勺
、

こ
の
さ
い
林
業
技
術
の
開
発
と
併
行
し
て
、
林
業
と
く
に
森
林
の
も
つ
は
た
ら
き
の
大
き

さ
、
偉
大
さ
を
機
会
あ
る
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
職
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要

は
な
い
だ
ろ
う
と
私
は
感
じ
て
い
る
が
。
（
Ｍ
Ｙ
生
）

コー
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協会のうごき

◎協会の組織を10月1日付で次のとおり改正しました。

日林協事務運営図

－総 務
理
業
集

(課長）

(課長）

(課長）

(室長）

(主任）

課
課
課
室

吉岡蕪

藤田雅市

三谷貞雄

八木沢宏司

小幡進

岡村亘

中曽根武夫

－専務理事
（小田精）

一常務理事（常勤）
（成松俊男）

、

軽
零
糯

－総務部

識長代息
橘谷
吉岡

う
う
昊
瀧

畷:総罵鳥
（主任）

－企画部
（部長一理事

一監事

定款第10条

◎理事（理事長，
専務，常務を含
む）
50名以内

◎監事2名

◎参与

蓑輪満夫）

－開発部
（部長

研究課（課長）
中曽根武夫）理事長一

（蓑輪満夫） 《
）

－業務課（課長）宍倉和夫

一森林航測課（課長）渡辺宏

一写真課（課長）林初太郎

一写真室（室長）秋山譲治

一航測コンサルタント室
（室長）田ノ本栄

一検査課（課長）丸山正

一測量部
（部長 田ノ本栄）

一常任顧問
（松川恭佐） 部

長~箪部萱 丸 山正）

P.169香川県庁分会に次の17氏を追補

岡田静雄，稲毛義典，香西卓也，黒川美穂，片岡稔

筒井秀夫，佃鮮豊，野崎稔，岩瀬恵，松浦溝士

松原経計，小野昭平，岡武雄，岡内進，豊田基

岡田正，大沢絢士

P.130福井県庁分会に木下繁を追補

〔電話番号訂正〕

P.169香川県支部，寵，高松代表(31)1111

◎会員増強運動推進状況

11月末現在における増強状況は次のとおりの増となっ

た。帯広局301名，札幌局102名，秋田局100名，

北海道庁43名，名古屋局40名，高知局220名，静

岡県14名，旭川日本造林13名，岡山県10渦

計843名

◎会員名簿追補・訂正

〔名簿追御

膜編集室から。ぇ墓霞憲簔鯉涯
うの昔のことになってしまったが，巷が歳末のあわただ

しさに染まるずっと以前から，マナ板の上で切られてい

るタクアンのようにトンl･ンと時が刻まれて，ふる間に

残りが少なくなり，もうあとは尻尾ぐらいの日数しか残

っていないという時のいらだたしさは全くやりきれない

ものですね。

会員の皆さんも，28日までには，形ばかりでも一応の

くぎりはつけてと，大いに溌斗されていることと思いま

す。し山積承する仕事をワキメもふらずにカタッパシか

ら片付けるにはじっくりと越し方を振り返ってなぞいら

れないというのがサラリーマンの世のならい。とはいう

ものの何か霞とまってモノを考えることをして象たいと

いうのも誰しもがもつ願いでしょう。林業の技術につい

ては林業のもつ特異性のためにもともと歩きながら考え

るように宿命づけられているのだとはよく言われること

であり，現にわれわれがそ易して歩いているわけです

が，時には立止って考え，車座になって論議をすること

も必要だと思います。抽象的でとりとめもない歳末の雑

感です。（八木沢）

一

昭和42年12月10日発行

林業技術第309号

編集発行人蓑輸満夫

印刷所大日本印刷株式会社

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番Ⅲy七番地
嘔話（261）5281(代)～5

〈擬稽東京60448W)
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総目次

1
－

｜号執箪 者籍題

巻頭 言

〃

若
大
烏
蓑
大
安
徳
大
大
佐
倉
小

正武

清示

俊雄

満夫

武行

宗七

孝彦

喜子男

清示

敬二

靖

精

林
隅

８
９
０
１
２
３
４
二
・
６
７
８
９

９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

年頭のごあいさつ

木材工業と林業

林業技術誌の発展のために

新任のごあいさつ

団地造林事業を始めるにあたり

森林保険と林業技術

日林協の発展と林業の繁栄

林道行政の基本的方向

問題の多い製材工業

日本の造林技術をもっと“左”へ

治山，砂防事業の使命

三省一ごあいさつをかねて一

ー

輪
塚
江
本
福
隅
藤
上
田

説論

８
９
０
１
２
４
７
８

羽
〃
〃
〃
〃
四
釦
〃
釦
〃
〃
釦
釦
釦
〃
釦
〃
〃

林業技術誌を育てよう 伏見一明

鳥越貞雄

須藤一郎

信田貞夫

支部長

四手井綱英

米沢保正

太田研太郎

伏谷伊－

湊谷八郎

松下規矩

〃

大崎六郎

小幡進

小滝武夫

〃

小沢今朝芳

岩川治

本会活動の活発化に関する支部からの提案

育林技術の体系について

期待される木材チップ工業

日本列島における森林計画はこれでよいのか

経済成長と大学股学系教育

林木育種によせる期待

林業と林学とのさかい

素人林業論あれこれ

科学技術基本法案の問題点を探る

林業技術をめぐるひとつの問題

植物社会と人類その1

〃その2

林業経営と林業技術

林道における現代的課題（上）

一

解 説

｜’
美
康

298

299

口勝

方

KNOW-HOW3章(3つの話題）

林道調計画法とその手順の考え方（その2）
－
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執 筆者

田ロ豊

沼田善夫

黒沢持恭

坂本博

名村二郎

鳥居隆造

田篭伊三雄

小田島籾夫

池田真次郎

村島由直

西口親雄

福島康記

小林亭夫

南雲秀次郎

鈴木正之

相馬芳憲

原田洸

勝田柾

山ロ伊佐夫

島地謙

草下正夫

長谷川尭

村本正昭

西門義一

藤原信

細越進

吉永敏一

橋本平一

若尾毅一

上村武

中村英碩

太田研太郎

真下育久

片岡安平・井草五郎

南方康

秋山智英

福島康記

大谷滋

松川恭佐

平賀久生

川名明

２
３
４
５
６
７
８
，
９

号
一
郷
知
〃
〃
釦
〃
〃
〃
釦
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
釦
〃
〃
〃
釦
〃
〃
釦
〃
〃
〃
〃
〃
釦
釦
〃
釦
〃
釦
〃
〃
〃

１

題 名

インドネシアの林業

フランスの林業教育とレクリエーションの場としての森林

林業経営における費用分折とその鯛整についての考え方

新しい林業経営者の姿（諸戸氏のお話しを聞いて）

昭和42年度民有林関係予算の概要

昭和42年度国有林林野事業特別会計

保安林制度と保安林の面積

混牧林の今日的意義とその問題点

森林と鳥獣

学会の動き（第78回日本林学会大会）

’

一

短伐期造林木の材質に関するシンポジウム

生態的立場からふた下刈り

国有林の下刈作業

林業白書の背踏

マツタケの人エ増産について

第2回森林経理研究会シンポンジウム

企業の計画造林と下刈りの問題点

「いわおスギ」のこと

フサアカシアの稚苗と病害防除

製材鋸目立技術

ブラジルの木材工業

マラニヨン州管見

地球の裏側に象られる人間像

森林立地懇話会第8回シンポジウム

苗畑経営の合理化を目的として樹苗生産団地

第64回森林利用研究会

団地造林事業の紹介

林業経済研究会シンポジウム

東南アジアの林業開発と日本

台湾の林業とスギ

マレーシアにおける新しい製炭

欧米の林刈巴培

〔連続講座……森林土壌解説〕

土壌のできかたと種類（1）
〃 （2）

育林と土壌条件

潜悪荒廃地土壌の概念

土壌図のつかいかた

《
』

黒烏 忠 ８
９
０
１
２

９
９
０
０
０

２
２
３
３
３

〃

松井

橋本

久保

光
与
哲

藩
良
茂



一

3

名題

適地適木

〔森林と災害シリーズ〕

森林と洪水

森林と山地荒廃

森林の風害とその防除法

荒廃林地の復旧法

海岸防災林

内陸防風林

利治

宣士

三棄樹

幹夫

徳治

４
５
６
７
８
９

０
０
０
０
０
０

３
３
３
３
３
３

杉
難
玉
岩
樫

山
波
手
川
山
〃

研究発表

勇

博次

義朗

登代司

利夫

嘉保

弘之介

稔

’
中
藤
伊
職
平
篠
大
相

井
本
佐
川
田
田
林
馬

マツ類の種間交雑に関する研究‘~

299

〃

〃

300

301

303

306

立枯病防除剤のアカマツ苗に及ぼす影響
簡単な保続計算例について

苗木の誕成技術の問題点

スルファミン酸塩類を主剤とした除算剤のクズ繁茂地に対する散布効果
晩霜害を受けたカラマツの回復経過調査

第14回林業技術コンテスト発表要旨

随筆・随想

林業技術随想

イスラエル国の林業断片

日本におけるドイツ人捕虜とその林業技術
カスケード山脈を越える

森林生態研究ノートから（1）

世界的なニホンザルの価値

森林生態研究ノートから（2）
山のおやじヒグマのはなし

ヨーロッパ林業人を案内して思ったこと

クルス教授と航空写真

森林生態研究ノートから（3）

東南アジアの野ネズミ

科学技術週間と国立林業試験場公開

森林生態研究ノー1,から（4）
エゾヤチネズミの生いたち

森林生態研究ノートから（5）
イノシシとの戦い

森林生態研究ノートから（6）

世界の大敵ハタネズミ

森林生態研究ノートから（7）、

秋を鳴くシカの声

屋久杉撮影記

森林生態研究ノートから（8）
しられない大害獣スミスネズミ

森林生態研究ノー1，から（9）

298

〃

〃

〃

、301

〃

302

〃

303

〃

〃

〃

〃

304

〃

305

〃

306
｝b

〃

307

〃

〃

308

〃

309

夫
和
雄
操
英
男
英
男
昭
巌
英
男
美
英
男
英
男
英
男
英
男
助
英
男
英

筒井

藷戸

福田

館脇

四手井

宇田川

四手井

宇田川

山口

中島

四手井

宇田川

坂口

四手井

宇田川

四手井

宇田川

四手井

宇田川

四手井

宇田川

真木

四手井

宇田川

四手井

迪
民
秀

竹
ロ
仏

綱
竜
綱
竜

J＝

綱
竜
勝
綱
竜
綱
竜
綱
竜
綱
竜
英
綱
竜
綱



4

題

第三の害獣ムササピの話

名 執筆者

宇田川竜男

号
一
畑

自由論壇・会員の広場

庭木を承て

林木育種にも「特許」を

国有林野活用法案に対する反対声明について

国有林技術開発について思うこと・

指宿地方における特殊林産物としての芳樟

コンサルタントの活用

国有林野活用法案に反対する

台湾の森林と治山

松下規矩氏「林業を正しく捉えるための試承」について

林業の発達と林業教育

林業教育に思う

琉球の防災林

伊
大
太
相
黒
渡
橋
康
矢
太
芝
鈴

藤清三

庭左文

田勇治郎

馬昭男

江明治

辺武夫

本辰男

佐栄

野虎雄

田勇治郎

田隆雄

木丙馬

９
４
５
６
７
８
９

羽
″
釦
釦
〃
釦
〃
釦
釦
〃
〃
卯

区唖

座談
《
室

これからの林業経営と技術 坂
加
諸
坂
橋
徳

勝
善
民

美
忠
和
博
良
彦

知
〃
〃
〃
〃
″
釦
訓
〃
〃
″
釦
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
釦
″
″
″
〃
〃

１
３
６
９

口
藤
戸
本
本
本
与
孝

｢ある担当区さんの記録」完成記念座談会
キノコに学ぶ

今
浜
伊
徳
秋
相
飯
田
大
満
小
佐
蓑
加
佐
安
加
小
小

関
田
藤
本
葉
馬
田
中
友
田
幡
藤
輪
藤
藤
藤
納
田
幡

六也

稔

達次郎

孝彦

公

昭男

四三九

茂

栄松

弘三

進

大七郎

満夫

誠平

大七郎

愛次

孟
土監
な月

進

造林技術のあり方をめく・って
一
一

｡

諸外国の林業試験・研究

１
１



ノ

F

⑨

｜ 執筆者 号題 名

どうらん（やさしい植物の知識）

人真野中
．
″
″
″
″
″
″
″
″

悟田倉 301

302

303

304

305

306

307

308

309

ウメ・ケヤキ

マツ・イヌマキ

･イチョウ・カエデとモミジ

クスノキ・トチノキ

キャラポク・ノ､ナノキ

ヤマモモ

シラカバ。､ウバメガン

モクセイ・フェニックス

ツツジ・サクランボ一

山の生活

小河内のしし舞い

塩山市萩原山にある「象づひ」

角乗りのこと

山頂のつつじ祭り

ネの神様

新名物能代の筏祭り

高尾山「火渡り祭」のこと

早池根の神楽

秩父の天狗焼

大西邦彦

〃

滝田良介

山田耕一郎

宇田川竜男

長岐喜代次

萩原弘

真木英助

〃

301

302

303

304

305

306

307

358

309

こだま

牛肉と砂利と森と

対話

無題

〃

〃

ヒノキと土台

無題

〃

林業技術の社会的立場について

無題、

〃

都会人と林業

山 嶺子

蛾燕

M・Y生

こうし主う生

YA・A

さ拳だれ

K・H生

山のあな

MoN

A生

K生

M・Y生

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

一

本の紹介

山村を生かす

農家を支える山林

クリの山地栽培

資産税実務問答集

林業技術事例集一一伐木・集運材編一一

坂本 博 ８
９
０
１
２

９
９
０
０
０

２
２
３
３
３

〃

藤
本
川

達次郎

博

信一

伊
坂
宮



I

、

6

号
-

304

305

306

308

309

執 筆者

伊藤達次郎

坂本博

名題

ヒラタケ・ナメコ・エノキタケ人エ栽培法

混牧林の経営

林業技術ハンドブック

集林機架空索の設計

都道府県別林業総覧

宮
坂
川信一

本博

ぎじゆつ情報

298

〃

改訂農薬危害防止必携

植物の休眠覚醒剤の合成とその利用法の確立に関する試験成績書
（40年度）

｢薪炭材等低質材の有効利用と林業経営上の問題点」に関する
調査報告書

育林費調査報告

外国樹種の導入成果に関する実態調査

昭和40年度山村振興特別調査報告

除草剤の化学とその作用形態

昭和41年股家就業動向調査

耕地の蒸発散

造林事業研究発表

全国林業普及指導職員体験発表集

国有林材の価格形成にあたえている外材影響（南洋材）

林野面積統計

亜高山帯の造林（中間報告）

立木取引慣行に関する調査研究

昭和40年度林業試験研究報告

紫紋羽病，白紋羽病の発生と土壌条件

南洋材の穿孔虫駆除に関する試験

農薬検査所報告（研究業務報告）第7号

有用林木に寄生するカイガラムシ類とその天敵に関する研究(報告書）

ヒグマの薬殺における二次被害に関する研究

アカマツに関する文献目録

海外林業事情調査資料

農林水産業特別試験研究費補助金による試験研究結果概要書

（昭39,40年度）

農林水産航空に関する国内文献目録

昭和42年（春季）種苗業務資料

林業用除草剤関係文献目録

アイソトープ利用研究成縦年報（昭41年）

｢薪炭生産を主とした地域の実態」に関する調査報告書

林地移動および価格事例収集調査結果報告（昭41年度）

植物の休眠覚醒剤の合成とその利用法の確立に関する試験成績書

（昭41年度）

299
.一

０
１
２
３
４
５
６

釦
〃
釦
釦
″
〃
釦
〃
″
″
〃
釦
〃
釦
″
″
〃
″
釦
″
〃

一
一

７
８

釦
″
″
″
釦
″
〃
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園地球出版の林業図書

木
材
の
流
通
と
関
連
産
業

九
州
に
視
点
を
お
い
て
現
在
の
森
林
資
源
を
前
提
と
し
て
．
、
林

業
と
そ
れ
に
つ
な
が
る
木
材
流
通
お
よ
び
木
材
関
連
産
業
の
現
・

状
と
そ
の
問
題
点
、
将
来
の
見
通
し
と
そ
こ
で
の
安
定
的
な
木

材
製
品
の
供
給
と
い
う
問
題
を
解
明
し
よ
う
と
蕊
を
起
こ
し
た

も
の
で
あ
る
。
特
に
九
州
の
関
係
者
に
と
っ
て
は
貴
重
な
携
料

に
な
る
こ
と
を
確
信
す
る
。

採
穂
園

林
業
種
苗
の
生
産
技
術
ｌ

岩
川
盈
夫
監
修
／
田
中
周
著
Ｂ
６
￥
４
５
０
〒
１
０
０

採
穂
園
か
ら
採
穂
す
る
こ
と
が
直
接
造
林
地
か
ら
と
る
こ
と

よ
り
有
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
筆
を
お
こ
し
、
採
穂
台
木
の
仕
立

て
方
、
さ
ら
に
採
穂
園
の
管
理
一
般
等
写
真
八
○
余
枚
を
も
っ

て
詳
述
し
て
い
る
造
林
学
上
未
開
発
の
分
野
だ
け
に
関
係
者
の

必
読
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

０

図
説
樹
病
新
講
〈
訂
正
版
〉
伊
藤
一
雄
著
訓

苗
木
の
育
て
方
〈
増
補
版
〉
宮
崎
・
佐
藤
著
卸０

肥
料
木
と
根
粒
菌
植
村
誠
次
藩
皿

早
成
樹
の
養
苗
と
造
林
の
実
際
林
野
庁
編
鋤

林
業
と
肉
用
牛
経
営
武
居
忠
雄
網
卸０

都
道
府
県
別
林
業
総
覧
地
域
林
莱
研
綱
帥０３

原
色
日
本
の
林
相
林
野
庁
細
伽７

森
林
測
定
法
西
沢
疋
久
著
卸

例
解
森
林
調
査
の
実
務
林
野
庁
綱
加

例
解
測
樹
の
実
務
山
田
・
撚
舗
知

続
樹
木
と
方
言
倉
田
鼎
却

樹
木
三
十
六
話
二
蒲
伊
＃
著
卸

塩
谷
勉
監
修

Ａ
５
￥
８
０
０
〒
１
０
０

九
州
を
中
心
に

一
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監修

林業技術通信林野庁研究普及課日本林業技術協会

林業経営・造林・森林保護・木材加工。林産化学・特殊林産

林業機械・普及方法

の各分野の最新の研究，調査の結果，技術の動向など林業技

術者に必要な情報を提供します。
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Ｊ
９
ｌ
低
一
ｒ
ｌ
１
凸
ｐ
ｆ
Ｉ
ｆ
９
ｙ
０
ｕ
Ｅ
５
●
１
４
曲
０
９
１
０
〃
■
２
Ｖ
１
１

修
行発

’
’
－

１

－

■

６

０
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Ⅲ

川

口

師

１

０

Ｕ

Ｑ

も

ｆ

も

■

■

Ｉ

０

Ｐ

Ｕ

Ⅱ

、

〃

■

■

０

０

８

８

●

０

４

０

■

Ｄ

Ｈ

Ｉ

勺

・

ｅ

Ｔ

７

０

９

■
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林野庁補助対象Ⅲ
松くい虫駆除予防薬剤（農林省登録第6826号）
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伐倒木に／モノーB乳剤生立木にノモノーA乳剤

包装5′・18′缶入カタログ進呈

東京ファインケミカル株式会社
本社東京都千代田区内幸町1（大阪ビル)"(501)7801代
大阪営業所大阪市東区北浜1（北浜野村ピル）電（231）5167－s
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かんたんに伐採できます／

新製品《マイクロビット＞は、伐採

愛をより多くするために、特に品質

やデザインを研究してつくりあげた

かってない高性能ソーチェーンです。
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をほとんど知らず(ニグングン仕事が

はかどります。〈マイクロビット＞

のチーズを切るようなすばらしい切

れ味を、ぜひお確力､めください。

＊お求めはお近くの販売店でどうぞ。
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測量が簡単にできる
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一こんな測量はアミ°テンプレートで一

○森林計画および経営計画編成における小班区画の測弧

○国右林収稚調査周囲測量

○現地作業が困雌な崩壊地の測量

一こんなに便利一

○従来のアランデル板と点格子板の機能を同時にもち、測

批と同時に実測図とiili穣が求められる。

○マイラーに比べて非常に透明度が商〈測iil:がしやすい。

○必要な縮尺の実測図を簡単に作られる。

一価格一

発売

一枚850円

元社団法人日本林業技術協会
東京都千代、区六稀町7

電話（261）5281振替東京60448"
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檀握のｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ日本植生株式会社本 生日サ 夕一

ｔ

－営業品目一

植生盤エ吹付工

植生帯工飛砂防止

雲ボハリシバタイェインスタント芝

囿ﾘーﾝべﾙﾄｴ造園緑化

本社

東京分室
営業所東京
大阪

秋田

福岡

岡山

札幌
名古屋

代理店

岡山県津山市高尾590のI

千代田区神田佐久間町3の33(三井田ビﾙ）
千代田区神田佐久間町3の33(三井田ピル）
大阪市北区末広町14番地新扇町ピル
秋田市中通り6丁目7福祉センターピル

福岡市大名1丁目1番3号石井ビル
岡山市磨屋町9番l8号（岡山農業会館）
札幌市北4条西5丁目一イビル
名古屋市瑞穂区堀田通り6-IO平塚ビル
全国有名建材店

(津山代表)7521～3
(.861)3643
(851)5537
大阪(34I)0147

秋田（2）7823
福岡(77)0375
岡山(23)1820

札幌(24)5358～9
名古屋(871)2871
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○デンドロメーター（日林協測樹器）
価格22,500円（〒込）

形式

高サ125mm

lim45mm

長サ106mm

概要

この測樹器は従来の林分胸間断面祇測定方法の区画測

量、毎木調在を必要とせず、ただ単に林分内の数カ所で、

その周囲360･の立木をながめ、本器の特徴である。

プリズムにはまった立木を数え、その平均値にIWr而職定

数を掛けるだけで、その林分の111a当りの胸商断面横合
計が計算されます。
機能

プリズムをのぞくだけで林分胸満l断面戦測定、水平距

離測定､樹商測定､傾斜角測定がWi単にできます。
磁石で方位角のill'l定もできます。

プリズムの碗瀬

K=4)l.I:ﾙﾙ林以上の人工林、天然林、水平距離測定、樹
高測定

K=2幼柵林、薪炭林、樹商測定
（水平距離設定用標板付）

●
●
岳
●
■

用
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ

逢

ユェ

lla当りの林分胸高断面積測定

水平距離測定

樹高測定

傾斜角測定

方位角測定

鰯

定
価
八
十
円
送
料
六
円

社団
法人 日本林業技術協会
（振替・東京60448番）

東京都千代田区六番町7
電話（261局）528ユ(代表）～5
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